
第24回 1全国バズ学習研究大会 平成元年11月 10日 0・ 11日 l■l

究

泉西小学校    ‐ ‐

確かな足場をもってtねりあげのできる1子をめざして

泉 申 学 校  ‐  ‐

共存:のよるこびをも|たせる集団づくり||| :
■■互ti卜 に高まり合う学習集団づくり■∵

・．一一一一一一
一
一一一一
一一．一一一一一．一．・一．一一
一一一一一一一一一

．

一
　

　

　

　

一

一

一

一
一

一
　

　

一

　

・

・
一
　

一
一

一
　

一
　

一

一
一
一

一

一

一

・

・一

・

一
一
一

・

一

．
一
一
一
一

一
一

一
一

一

．

．
一
一

一
一
一
一

一

・
・
一

―

―



善よ じ二1ダ》 与こ

バズ学習 を導入 して以来 27年 目を迎 えてお ります。その間、右往左往の試

行錯誤 をしなが ら、息長 <教育活動の中にバズ学習 を位置づけて歩 いてきまし

た。

バズ学習 を支えて くれたのは、次のような基本的な原理で した。

(1)教 育の基盤は人間関係にある。

(2)人 間 :ま 個人的な存在であると同時に社会的存在である◆

(3)教 育は生徒の 自己発見 、自己総合 、自己実現 を援助す る活動
′
である。

(4)組 織的な教育 :ま 通常集団状況でおこなわれ る。

(5)生 徒は教師か ら学ぶ と同時に仲間か らも多 くのことを学ぶ 。

{6)学 習は学習者の 自己活動の過程である。

(7)課 題のないところに学習は存在 しない◆

(8)学 習 :よ 、認知的、態度的、価値誇な全体遇程である。

(9)評 価の本質は 、日標達成活動におけるフ ィー ドバ ック機能である。

以上の基本的仮定 と原理 をどの ように教育活動に しくんだ らよいかの遅運 と

した実践で した。調和 と統合、共存の論理 をふ まえ、「よい個人はよい集国に

よつてのみ育て られ 、よい集団 :よ よい個人によってのみつ くられ る Jこ とを信

じなが らバズ学習に正対 しなが ら長い道程をた ど りたいと決意 しているところ

です 。

時あ亀か も教育改革に向けての新学習指導要領が告示 され 、教育内容や教育

方法 も新 しい方向に向けての移行の時期 を迎えることにな りました。 21世紀

に向けて、社会の変化に主体的に対応できる能力 をもった心豊かな人間の育成

とい うことを基本的な方針 としつつ、4つ のね らいが示 されてお ります。

(1)豊 かな心 とた くましさを育てる教育の充実 。

(2)基 礎基本の重視 と個性教育の推進 。

i3) 自己教育力の育成 。

(4}文 化 と伝統の尊重 と国際理解の推進◆



このような改善の趣 旨を生かすために |よ 、現糧の教師命工夫や努力にかかっ

てしヽると思います 。自己教育力の育成や個性 を生かす教育の充実については、

かれて、その指導に意 をそそいでいるところであ ります。主体的に学ぶ意志 、

態度 、能力の育成 を、本校では 、パズ方式 を取 り入れ、集団活動のなかで、f題

と個め相互活動、自主的活動のか らみ合いで社会性 を育て、同時に、たくまし

い個性の伸長を図ろ うとしているところです 。

個性 を「生かす Jと い う手段 と、個性 を「育てる Jと い う目的としての二面

を個性重視 ととらえ、今後の実践課題は していきたいと考 えてお ります。

このなが 、大会 を開 くにあた りまして、小 、申の連携 と一貫性 とい うことで 、

泉西小学校 と泉申学校 とを会場 に して、第 24回 全国バズ研究大会が開けます

ことは、誠にあ りがたいことと感謝いた してお ります。

運還たる歩鼻 と未熟な実践ではあ りますが、格 Ellな ご指導 と忌憚のないご叱

正を賜わ りますよ うお願い申しあげます 。

岐単県土崚市立泉中学校長 岡  理 鰭
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み

:こより覇種誌年4月、      難 より分離、            さ

慮ヒ。 <みどう鐘饉ま輔ヒ中で、歌が流れ、講構鐘満ち、おまざ灘如鶴熙淀椰鐵鍮胃暮れ くヽ

学校づくり> これが分離時の標傍であった。

こ囃 をもと推、

学校研究主題  「自ら学びとる力のある子を育てぶ調欝機動
わ力を   学習できる学習集団
綺一A―A3釧耀蒙扇遊lを図る授業

・言轟資を起ヒさせる轟

・基礎的、基本的な力の明確化と:定着

を畿 し、

を研究内容とした。

これらt轟議が誨の、現在に至るま    おおもとである。新設鑢 こ:瀑 りゝで、施設的↓
=も

環畷騒■も不十分を無鍮か打a場 ったが、下丸となつて立ち向かった当時の教師の姿は、現在

もなわ我 の々誇りで轟り、目標となつている。

そうした中で、昭和58・ 5   2年間、       (音 楽科)の指定をいただし唆 。学

校研究主題は同じで梅るが、研究テーマ:   ように設定した。

研究テーマ  「子ども∵人ず人が進んで音楽活動にとつくみ、

豊かな表現力を身につけるための指導はどうあったらまし磁bJ

一 響きをつくり出す子どもをめざして 一

報 を申維 、 “子ども…っ■づJ電ら、楽しく・正しく・美しく表現できる"姿をめざして、

次の研究を推進した。

・年覆難鍵鋳輝肇引鶴霙と腫 じ

・4ゴ要響き (篭奪野α理露整、驀轟資、      と興聾酪ナロ壼議勢)

・薫鰐秘甕諄き (り 患 、籐 、勤 り、議 、鐘華姜)
彗音楽の生涯化 (音楽集会、オペラ、生活の中で)

「      Jと !轟醜睦報醜籍欺自晦を発表 薔゙機を   として、あるし電よ、

と醸 くり懇めざす場趣して、『やまぴ
'こ「拠轟会篠摯鍵集会)』 『やいまぴヒ轟    (壕摯範た集

会)』 と『オペラ』を実施上演してきた。この三つ曜実践は、本校の児童はもとより、教師も親

も地域も:麟持するものとなり、無 ま垂遷詢卜制:と して、雛 竜海議iと して位置づいている。

音楽性の追求のみなおず、学緩や学校として心と酒動をそろえる、集圏としての罐集性を高め機、

より高い文化を創造・獲得するといったメンタル的全部分も合わせて遺求してきた成果だと考え

られる。

一 だヽ1 -



現在まで時実識を繊介すると次吟よう0こなる。

・やよび:こオ疇基ン藝弩鍮舅↓    、学畿:こよる歎声・堰簿籍灘難が発表会

・や機びこIた為無・・学饉に一国、テーマをもと|こ、挙年ごとの議薬覺轟亀ナレーションが入つ

「七夕J「暴め覇めぐり」「ふるさと土岐市J「子どもたちの甕季』

「未蕪諄J「      」「6年生とのお鷺難 J「半甕村」 など

。オペラ    ・・・6年生金量と5年塾の嚢魏こより上演、接 スト・舎唱隊・器楽な機

と教師が二体となつて灘り出すものである。

Se 59-「機 と運頚正三」

3.61-「定れメ爾ス」

S.器―「泣し葛嬢綴務にJ

S.鍵―「:蒙嬢霧』

S,鍵―「メ轟野翻懇 (」摘籟瑠覇:よ り)」

文部魯鋼難攀議澤響影埋雛藤寿壌は、土崚繭地域課題醜究贈議の援場質でもあつた。3年間

の鑑定であり、昭和轟9,輔・61年の間、考れまでと同じ研究主饉≧テーマで、覇究推進測臨んだ。

し力ゝし、      を中鉢としり らも、露 錮爾越肇弩窃睦ン轟轟襲機駒

『

制趣藝役鐘ム機を

統合的に発達させないと願い、研究と実践の場画を明確鍾すると同時に、種乗的な轍移を:期待し、

攀簾議鸞難灘鰹めら崚 .

研究を取りまく実践活動として、清掃 ,づ疑動機藩・覇吟会と帰りの会竃鑽醸饉ぶ・織食・譲書

醸 :こ力を注いだ。研究のため轍 という考慮貯瞑鰭 く、    甕   をあざし、

統合的ここ「美しし聴か』を育てようなじとのである。

美しし輝群秘畢等、明るく涯発な授業、墨鍵学力の商上、静かな構撮、下学年を思いやる心、

動 苺     ある学援、鷺律ある集園衛難、体力の向上、楽し幅織食など多くの面で、好ま

しし藩癬野撃畿てきた。特鐘、一貯     、どこ力≪耀願確曜議する姿が見られるように

なり、全人格とま壌よいかないにしても、それぞれ饉生きる場画が激凱てきたことに大きな喜び

をもつた。

に入り、    マを次のようξ凛設定した:

研究テーマ  「覆齢竜運場をもつ   できる予をあざして』

―資料を読み取り、経蠅できる予一

管楽につしヽて‡ま、授業‡量もとより集会や簿ペラも定着し、成果む十分轟れてきたという雛

もとは、更鐘論理的な懲摯や発言ができ懲子をめ数 うと、止議のサーマを設定し、社畿料を中

′酬こして研究実践を進め轟通とになつと。惑堂やりきを大切:こす轟音楽学習と1講睡性を大切↓ごす

る敬会科学習埒ドッキング↓こより、まり高じ亀歎濾で予どもたちを構てようと考えた鈴である。

― だヽ2 -



う1姿として、

低学祭‐嚇験を足場として、翻 :覇辞難できる子

―
・・勲 鐵 り翻 として、歓 きる子

高学摯響話辞電睦足場として、ねり上げのできる子  を鸞定した。

師 のようである。

・罐 、     綺 :誇:焼し功 嶽 撥 騨 靴 )

・学習の選穫のモチ式     (つかむ一じらぺる一まとめる)

薔
i舞翔研究と資親りKり    (多樹誕高駐懇資       、剣難麦資零l)

耀轟鵜鞠蓄積      (活 用できる)

また、西小五つの柱として、 鳴誕幹 歌声・授業‐清掃・壼鑽簸聾勁Jを明確にし、先年度まで

の実践を位置づけた。これら五つ輌姜霧初颯率紅あるねらし導よ、「JかJを大切にして、学校教育

全体の難和を図りたいと言うことである。この中機        中誡 なるわけである.

F澤犠彗できる予Jから、翻 こ「ねり蜘 できる子Jへと順熱 かヽ鬱恥ゞ り、種鴛藩斗:鑢しヽても人

間鷺係鞭 を向ける必要性を強く感した。

以上、選々とし      を紹介してきたが、      こぁる勢は、鋼 より紙設当時の強
電最 時変 基る。少濃表現を変えると、今年度の願いとまったく同じである。

・力を合わせて学冒できる集日づくり
3~A~A3・      を図る騨 くり
摯

無統に支えられ、伝統を受け継ぎ、― さらに発轟させていく。こうして本較の児童たちは、

確かな学力と暖かな人間関係、そして豊かな文化と社畿 獲得していくの鶴 る。

そして、本年度は次から示すような研究を進めたいと考えて繰る。子どもたちの合唱の姿や黙

働で汗を流す姿、縦と    っ直ぐにそろっ     ど、       を示してい

るととらえ、校調Lして、「‐哨濾 中」を合言葉に金教育糧動を押し進めていきたいと考えてい

る。

― 耀ヽ蓼 ―



研 究 推 進 構 想

<裁 爾 >

。基礎学ブ』の定彗

・
電 澤露 鐘 譴銹

。論理的強悪寿力、発議力礫曹成
。自己、     鑢 成

,実議力の向上

・
動 呵 鰭 プ ば 警 澤 題 融

●

『 学 毅 畿 育 鐵 轟 譲

≪ 盪燿輔理弩鋪鯉響摯密ぶ藍争 ≫

・教育購藝具現雌饉する嚇鱗畿議
,―プ゙ ちれを

生かし。鐘え・.副醸ける
。指導の力農 《輔 }

…菫轟鋳り翼指鰐ナ暮朧 ――

畿え轟こと、考えさせるこれ、鐘える

撰獅轟けと妙 し方

をもって

ね蝙陶壽締絲ざして
―耀理簑酸漑雪を通曜難∫:力を

学習騰導鍮轟り方一

美しЪ罐薄

進んでよく学ぶ子

伸よく動け合う予

じょう意てよく麟く子

『 研 究 主 題 』

<優 畿 >

鐵人藤のあ轟鷲慮たちが、小集国の中《学麗議題:こ取準織むこと:ま、

その難果、好ましい入闘置係による       されると問時:こ、

鯉的葬在と機 長導れ、話し舎彎罐 え合いの場爾も竃撫する

饉 の々事物の定着・拡大、意欲の向上_欲求の充足が図られる。

… 社 会 科 ― 一 学 畿 金 … ― 音 楽 科 ―

警携とA圏饉銀を穂対鋳に高め穣鍮路の小糞測響響を、鑽業の中:こど鍮よう:こ購 けるか

単威寵導露:画 ,壽属e学畿畿難・ 耀         ・評麟

。選求、確かめ盤盤き轟見学、体験

`轟酎ざ鰻曇慶摯霜藤譲翼り
。講騨等書、先檸簑駒噸携・じ方

・推穣露ξ画の見直じ

資゙轟還び、作成、研究

會意識と実機議が高まる議し合い

織繊  運営  隷鸞の選定

懸し合して》進め方

・指導援助鍮造方

・亜じむヽリスムと音程

・美じレ畷声と彗轟醸慶

・1顧き合う選騨機と勒

,音を通しな発議

。
撃 罐 釜

《 研 究 )

○蝿量運解 ⑬亀教科  ○道億   儡 躙   ◎繭書    の溝婦    ○歌声

。熱覇難係 ・増囃轟諄響・′爾 び機爾詮・等犠能導  可由機、経鑢難・春を癬く  。黎    ・釉

蓄種調豊  試行   鐘顧、変鸞  濃感指導  警置亀   糞しさ   畿幾性、響き  碁を動きの議舎

贈欝   確認   自量、量錘 ・クテプ轟難  多畿    轟簿春   美しさ、豊かさ。動まし合し亀と鱗い

。学ブJ   応躍、発展 向上違ヽ  等 纂年雛焦懸  纏購    `ペア溜掃  。なベラ    舎しヽ

暮畿麟壼       ・鸞藩壼朧  澤覇、鐸りの会       議艤    畿纂性

鑢察         ねりあげ  認め合しヽ減動       共構    轟しさ、豊かさ

一小 4-

<違 求 >
:

《爾発を支え、研究者檎証する実践)



と

議眠轟と:ま

要覇巨:硼購響稜沖くき躍覇霞

その条蒔Lと
:ま

簑 轟 蝙 罐 諄 だ いくた懸 罐 弊  舞 鍮 薙 難 多   、

討議を発展させて等ヽく鮮なみを内在じでしヽ発
「    いところ鐘霊業 (学習)は成立しない。」という    ち、1

題を設定す懸と同時に、全単元を見通した指導計画と課題を作成する。

単元鶴導詳国の中には、「身につ畿 駐娩 として、認知的藤漂と態蘭鈎画攘を設定し、
・蓬饉茅擁ジ・編爾躍・詳犠軽翌躍議ケる。

C璃梶発農轟冒瑾轟鐘とだ

授業者進める教籐漂にとっても、学習の主体である児童鍵とっても、一時間の授業の流れが
つかめていることが、学習の成立につながる。そ難 、大まかではあるが、一時間隣学習過

程を糧定してみた。

面曝

つ i轟

か :議

む :遇

さ :探

:求

ぐ :遇

:程

る :

鶴 を越 し、坤鐸ン髪灌覇謡誕

酔

多様な考え     を出す場

面

求≧

轟

0覇警I壌撥罐齢曖》と定着を図る

機

学習覇馨と学曹鍮鐘立を考えて、この通醒鍮申↓こ小藁圃学雪を位鰤付けるとなが大鐵℃轟暮.

しかし、恐鋼翻甕通も全で小藁轟学習を1幽警蝶すると懇ゝつので:まなく、あく度でも彊の高ま参

を轟待して位置づξするゎで■る。オ藁覇等警略雇態と難で、改聰ようξ曇嘩えてい篠中

― 増ヽ7 -

邊 纏 社 会 :音 楽 :機
:つまずき  :膠雛勤響

り:鸞、鞭濾 三轟ゝ

城ぬ〉:雛        :

露躍卜t篭諄雇覇義釜昇むi             :

人々〈理轟  ゝ:練雪    :願 ぃ

様ギ燿畿理り :覇鷺[   :目 的

:畿崎   !難 範 鏃

轍   :蟻   :燿
:             :

まとめ   :愛繁    ;決 鐸爾鑢鑢

クイズ   :批 評会   :約 東

難 機 :畿勒 :



創 囃 爾 鞠 麟

と塔疇曜欝曙騎蠣画を想定したが、そ(騨騒爾:こ ど(製難

「

躍覇鶴蒙ンjン覇洋壌lを取

り入れるか、:こついて考えてみた。

学年轟るし鷲       をもと鐘れて、学習形態を様 を々酵で取り̀入れ蕪。また、学習

闘標や場面も考饉し徴がら、学冒の成立をならって小曇理学響を位置づけることが大響である。

段 階 学 醤 形 態 と 藩 露

低
　
　
学
　
　
年
　

‐
‐
サ
・
中
　
　
学

初
　
　
　
　
　
期
　
　
　
　
　
中

騨
‐―
十
輔
　
学
　
購

聞く

鶴 擁

教える

‡澱ある

・轟ねる  教える

畿響、確認が中心  リーダ弓     藩躍

全員覺言 (参撫)が機機的ぼできる

まれる    ・交流

等竃雪力瑾議が醸ン:こつく     3轟順響

リーダージ育つ

◎4人

輻

ξ撃夢蒙糠駐≦遷爵夢も、

逮癬駿鶴識整まれる

一人ず人が生きる

ご酸碁

爽罐評覧競向磨電購≒される

轟購議難愛盤疲れる

主

囃褻鶏冬羹鐘携鼈 まれ轟

・
鯖

・
M

〈ねり■    )
。

鑢 、 隠

・轟じ舎しゝ

,議し合しヽ

・這機 、まとめ

自繭金轟法

舎

畿しく験 し      まれ"る

鮮ましbl禦懸鍵高まる

傭繊爽嚢、纏闇、磯轟  考えなどの多様亀  ね惨轟げ00人

隋

指名濃

慇

こ倅機鬱藩態で学習予濾饒られ纂よう鐘すは冬め鐘、学冒蒔ルールやり…デー饂役鯰を撥馨す

る蹴夢勢ぜ鵡轟‡

― 巧ヽ8 -



雛

・児童の評価と同鐸櫛 自身としての融 壇畷彎"ある。評鰯を   よう:ことらえ、

している。

莉

轟 児  菫 師毅

嚢聾馨:す (爵霧趣》 轟達したが 成立したか、炎慾畿鍾

フィードバック つまずきはどこだ

なぜできなかったのか

どこここ種爾鐘輸番轟る鋼裁ゝ

騨 しなおし、

爾慮しと方向づけ もう一度やってみよう

ここに気をつけよう

妾 讐 導 舞 肇 嘉 奮
:・

プ 獄 涯 摯 弯 曜 喪 罐 蒙

この様にやってごらも

・減 の方法

。霧量わ    ―・ 誓黎製《響鐘轟覇追越嘩銅謳轟懸 、鶴 、畿 ど}

｀
《学携}         テスレ

学力診断テスト

0%診あげ  … 観察 《讐聾菫おり轟真応 }

{肉璽財褻) 導き轟さ』嶺鵞鑢

《賃農爾    、量 と教師玲蠅爆)の難査

罐畿轍的、勒 ‡亀電菫鍛実馨を≧らえ轟

「寧境躊ぶついてい基めか」れ閥われたとき、あるしヽま自1から難準を振り返るとき、どうして

も客観難築哩鰺勒翼鰺攣轟奎量纏藝甕ぶこなつてく品。         も鵡轟饉 麗鑽要である

が、主畿だ:すぐ鑢は難で轟つたり難違つてし亀なつす碁恐れが必轟。

i 授業:こ対しておても穣種鋳で、準手覺言が多しヽ。メー≫を見釉ときちんと襲≧館てい轟。 :

i家でもず時間崚鑢簸してむゝ碁。だ海bら、学方も身ぶこついて準ふだわう。とこ皐えてbヽた。  i
:と ころが、テストをしてみたら轟ま診できていなかつた。               i
i 忘れ物3よよくするし、机の幸こまごみだ亀け。授業幸はお客碁ん:こ徹して轟る。文だもと話 :

:してい轟轟 虞津:り農鶴鳩1贔轟 しヽ、    厳轟量馨うとしていることが多bヽ。とお 童、勒 i

:顔錨裂宣炉づいて纂奎し難ろう。とこらえて騒ヽた。                    :
:と ころが、プシ    みると、数人の変だヽわら穐理されてしヽぬ。指懇理畿も書妙せて :

:法えら、「嚢しく畿えてくれるJF     をするJであった。          :
こうしたともえ饉等ヽな経験すること:よ、難しも覺はこれで書まなか拳うか。輻 撃 く、濃い

と言つてし裏え‡ボそれ戚てて轟るが、まな正しく蠅童の実態を1難甍す轟鍮饒鐘ξ虚、

麒       渕(。 実態を正しくな妹え、搬導薔曇豊鶏Ъし、体の機雹童答を見震‡ナ轟。懸

らは、次の指導を考える多こ翁サイクルを大騨ここれ卜準幸笑馨趣耀鍮方鹸通して次のようお実

麟をぶみて梅碁。 ― 輔ヽ9 -



<評甍の例1 彎涸扮陪簑ンストJ>
T標な輸度で、議類のテストを理轟して到腱捜:を評爾する。R違薔ゝ直しなやらせた

り、つまず
ξ
きめ多しヽ間轟尋こつもヽで鐘授業のやつ菫じを行ったりして、事後難導:こ島なる。

また、特慮をノヾゾコン3aィ ンプットして、賞量の導掬状鍵を摺議する。学数として母状況を
つかむことができるし、一人T人の状況もつ鸞彎 ことができる。下録資料‡蔚昨年度6年生のあ
る児童の、3学覇装実施した社会馨テストの集計資料である。

テ ス ト暑 簿 理  資 料  思 考   群   綴 轟 攘
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２
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摯
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こ    らゝ、
・穐勢艶醍為務織 誇ヽ いてしヽる
。やや知識理解繭韓弱さがある
・      いと記鸞が薄れら などが発警儡

<評撻命例燈 「響掬診断テストJ>
三学購‡こ、「教爾式CRT」 を実施し、学年や学畿。個人母学掬状況を把握する。工学覇め

実施なので、事後指導鏡欠けるが、次年度          通して襲麗する。次の資料
は昨年度の61簑当の集計表であるが、今麗レベルから員てもかなり難 幸ベル魔ヒ種「える。

毅饉瘍繋Ψ学奪蓑 憂亜彊≡互亜)銀轟意⊂亜⊃峯襲睦宝餐

― 塔嗅0 -
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嘲 鑽 躍 認 野

・鑢 機 蠅 臨 ・鰤 靭 ― 囃 鑢 を

○アンケートの内容
・グルぶプになつて、勉強したいと思う友だちの名前を鍾難5人書しくべださい
・このクラスで、いつも先頭ふこ立って…

につして 、あてはまるもの総 をつ颯 ください 輯頸 酢 枠くつ曹もか ⇒ ○

:露 ltt      F滋 蓼:轟翻 碗 蛛 灘 鐵

o融 Jり

~/~

・第 1穐名だけなので不十分であるが、女子が発子を推名してしヽることからi好まししヽ学畿懲購
が育つてしヽると言える。女子のほうが小集国がなくさんある。

・撻盤との人間関係は望ましい領向にあると言えるが、女子綴番はかなり難れでbゝる。特別な
家庭事情の中で生活している児童であるが、担盤の強近方法も   あふと言える。

女  子 勇 手 會轟轟量爾鵞集驚

霧 1～ 覇

弩讐含曇警護標高ぃ》
教轟・児童関係図 ＼

‐
磯中 ― リーダー

罐轟舞奪塁慾奮き0轟け、作
痙:こ鸞 電です。

肇廃薬菫
・

一 /1ヽ 11-



3.鶉 を支え、な を鰯 るな

喝学較教育全での場面で畿合的‡こ錢長する。児童の全Å機の統合飾な成長を選ると靱 ま、

、ある毎電簸 えにしおりするために、畿総額域同時に、研究の機議をしたり、発震させたり

絶おいても実議の充実を鐵る.        を期購する賦 鶴懸。

3・ 。実態を蝿鍾し、黎 理機Lし、高壼りを動 的 、歌銀懸襲畷酔捕聰めに。

・奪饉鋳鍵そして数饉螂軽実態を揺議し、祠 理 す

3彎等覇ここ鉾議趣学力診断テスト    ・・。年1置、

ドリ∫け スト      …      、    軸

スト   … 単鷲終鶴 蠅

中
・

輔 鶴 轍

蠅 とα驀詳贈鐵斃譲瞳E  ・・・

プシオメトリックテスト … 邁時実鮭

lm‡織、運動醜カテスト  ー 年1回、動

,菱轟舞)も難 を鰈 り、推鐸4M寸
、   、   カード などい等しヽあ鐵 、 言詳護還藝諏議己懸通驚.

鰯ヽ

、 鰯 、 ]機 甕
・顎醐騰翁詔魔魔懇黎優予、 署罐覇調露、

、ごさを灘 、』心を懸 る」さを耕し、
鑢

・ ・ ・

・塗躍瞳畿)の曜辟轟(I卸瞳轟ξぽ鷺時 、一ザ罐霧みな勒 輔 寿彎 》

B畿藩罐醸:り運動 《    、    、しおり、数蝉総議み闘漁Ъ崚など)

⑬清掃 ・・・ ペアとの』かの交流、轟購美化

・ペア犠義議(1鞍 とG翁醍担、 2費躍担と5戦 )

こJ騨鐵誕霧 (圏を闘し、灘鶴轍 るまで気持ちを込めて、     》

⑫歌声 3● ●歌声を響かせ、暮お響き合わ音る

・歌声の時間 《火・水 。金曜轟に1   、委員会の児童が担当学緩へ轟向しヽで指示 )

・やまぴこ小藁金 (1畿轟絣錯)学畿ごと   感黒を披露する

・やまぴこ大集金 (奮驀纂金》テーマめもとにナレーションも入れた発表会

。オペラ (5年盤の児童と畿鰤か鳳体となつて》

0全絞運動 ・・・ 偉力の内上と糞轟行動

・月曜国から止躍鐘まで 鶉

3鸞響鬱づくり《警ヴ辱還、慮駒軸:・ 義轟瞳築繭愉、事な斃ぴ驀醸難》

・欝種団簿硬響》《≦銀撥撻甕覇膨愧総轟いつ|こな爾罐:》

融 よつ      中で
｀
、醸供鵞桂 きる場画を鑽 ざも滑颯 えてきている。

一 堰輝量 ―



理・    ≧艘麟覇究倅謙爾

テクニック儡箋こと心大趨で暮ょ汁轟が、団鍮通して靱焼き方 .考え方を鐵究費避して卜院で
いきた警L。 覧量の姿鋏 を進館でぃきた独とな壽、それを:な轄蠅 を立でた。

輩。'研究搬錘通    轟畿をは〈

義麗轟つ軋蒻,饒誕鑢卜自暉癬睦事 摯難鶉趙鐵 機
覇覧主錘 0学年質表 {各学年 1轟》        計¶暑名

欲  奎凩籟 ■――イ繁警 攀畠畿

低学年プロックー1、 露年生

攀学年プ溜ックー3、 4年生

轟学年プ碧ッター5、 感:等生、特殊学緩

壷研究の母鉢はプ戦ックでぁるが、プ戦ック鋳中で、社会科も音楽科も学畿畿3こっぃても爾
覧実践なれてし疇はますねξIをもない鍮嘩 畿ゝ究鐘違委轟〈理機翻鮮鉾鑽3裏重要で汁る。

こ研究主鐘進拿籍mと して、覆擁鍛方向ザレやまとめなど、金畿鶴な立場ζ避鍮りて、多鷲鋳
な覇費撥選を鰯もなけれ厭ならなしゝ拳

趙
ζ釜選霧萎発のた      量唸量とした。金額爾獄抄 プゝロック研究鋳ごヽうがで全量が二

甕:薫難亀甦難を公鰺晴乙なぃぅとこでぁる。鋤 真躍睦曇lり麟みな     母xh、
そして、鍔し立場誡立ゅてと考、真の種互理解と難亜憾携を図ったいな覇玲ぉからで轟ふ。や金較研究会J量プ戦ック撰鐵玲影を取り、支える勇藤畷資推進委曇会で閻ふ。年4尚。

・プロックi麟錐無量、それぞれ鋏 して、■くが、参加[ま懇癬斑∫輔 …、プンとする。
・指導者は、社畿科 き癬糠轟 む学畿金でそれぞれぉ願じヽする。しから黎同脅鸞≧ダて、蒲諄鑢
軸 を鮨 饂。

・轟轟プ霧ック覇之金で管畿鍮爾究を実簸する場会、鐘鍮プ贈ックで量騒を続究して¥ヽ感教
鐸も蕪校藝れぬ難導者‡ぉ授業者見てむヽただく。

一 増ヽ:3 -
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を、電載薄経 輔 ・母鶏斃舞覆璃讃奪鰹達していく。

野・         と鐸轟竃爾

目を三轟蹴解 統 のは、今ま・黎冤穆頴藩みを夢:き継ぐ≧岡鞭 こ、更まこ発展
させないと言う願じ聴 らゝであり、児童をより7譲彎輌R¶豪:させたいと機ったからであ轟。
言部とも       攀嗣駐なるゎ:鶴 るが、それぞれに大切な特質があり、その大

らゝくる力についても高めてぃきたいと考えている。

高めぬじ弩義彗を動 ょうにとらえている.

・電盤銀諄…       をもとにした
・音楽科…和声総響きと心の響き

'学級会・・・暖かぃ月間麗懸と自

― 増ヽ14 -



学 習 過 程 の それ をれ の段 階 を以下 の よ うに考 え た機

・資料等 か ら社会
的事実 竜鐵 り、問題
ごなる事実を出しぁ
い、問題を焦慮化す。
る過程

・ 問題を解決 して
いく方向を見いだ
していき、考え を
出 しあい解決する
逓程

。議 じ舎しヽゃ学響
の ま とめ な し、社
会 的判断ヵゃ思考
力 をつ け、新 たな
学 習 聞鍾づ く等の

過程

F

(2}ず妻 警 選 豪 盤

本年度 は、二 っの過程 のな かの
り纏 んで きた。

「つかむ』 「 さ ぐる」 の過程 七重薫 に取

Q「っ かむ』段階での、課題の選定 と資料提示 の仕 方 の実践例

こ翁段 階 で は、課題 に至 まで に問題意識 を強 く持 たせ る 通とが大切 と考
え、驚 きや矛盾 竜感 じさせ るよ うな資料や資料提示 の仕 方 をェ 夫 した。

るまでにや

底を
め

これだけの通とをゃってぃるんだと思ぃ選させてぉぃて、町内であった
火事の時、 ■■9番～ 放水がどれだけの時間だったか予想さ鸞た。する
と、 「■悪分難』‐「 lo分。」の声があった。そこで、実際には5分だ
つたことを議すと「ぅゎぁ、早い。重とぃう声がたく竃ん轟た。そこで

とい う課 題 が で き学 習 に入 る ことがで き た。

一 小17 -
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例 2[(4年 生 F火事 を鱗 ぐ観》
蒙得の密菫具合 にあゎせ、轟火機、防火層水等が新爾鋳 に繭鑢竜れてぃ

るととを理解亀営儀授業では ゃ。・・

子供が捜下の購火燿水調べ なした結果と記 した堆国銀、轟欝の購火燿水、
悪火機の位置図を付け加えて難 した。駅鱗は、馬遍地域 に比べで家量の書
饉具合からずっと設備が多し、.通 饂糧爾をぁたとき、子供達 は、

素直に競 き、攀響 漣入儀

② F竜 ぐる」段階での種め機課題 (第二課題 )

始めの課題から子供進は、 自分で調べた り、友達 とめ講 し合ぃで轟饉 徹
解決 してぃ くが、ぁるところ適しヽって行者講まった け、一方 きこ流された 電
して内容が震まらなぃ状態藤学警時ょくぁゐ轍

そ通で、「竃ぐるJ段階で、ゅ選ぶ りの発間、糠ある課題 (第二課選》
が必要で轟ると考ぇた。

(4年生「暖かぃ土地の くらし』 〔沖縄の くらし)》 鍛事例
この授業のお らぃは、「沖縄異の人々が、台風の被書 量防 ぐために、住ま

い仕工夫 していることがゎかる。」緩業でぁる。
まず、土岐市と沖縄県の家 牡スラィ ドで見て、違ぃを調ベ

〔欝・-4轟厄》

とい う課題が成立 した。

そ 難で、子供達は、鯨時までの学冒でゝ「
彎縄県は台風がょ くくる 。一年

申暑 く、特 懇こ藁暑しい 糠盪鐵まれてし、機。」とし、う選場でその理 由を考えた。
その後機グループゃ全体の話 し舎じ、

「
場、沖縄県濾台量が多ぃから、石塀

や しっ くしヽで量機ゃ策 を守ってしヽねとしヽも方向で置まって し救った。
しかし、沖縄県の台風のすギ饉 《

~轟
力、国数等)幾 祠まり慧議世ず、土崚

市 の音轟 と轟 移ょ ぅに考ぇてぃ鶴様子でぁった。
そ 通で

たき

．

で

一

ガと

，

一警
」
・^

轟前には、なぜこんな範も鸞火輪ゃ購火薦水がぁ機のだろう

な tが、沖縄県の人 々は、 通のょ つな家 をっ くったのだろ う。

止崚市鮭鶴台轟は繁機のは、
だけ争。 (露二癬削》

沖褪 錮人 々は、なぜ 進んな家 をっ くっ た瘍

― 塔ゝ《導 ―



「
とゅさぶ りの発間 を した。

そこから、子供達は、台民の回数や風力ともう一度調べ、「なるほど、沖
縄の台風はすごい.通 んな台風なら家を守る工夫 (石 塀、しっくしヽ〕が必要
だ.塵 と改めて再認識することができた。

(3)i豫 銀 辱 Cメ 員 _愛藝 と 1運菱 尺 _

子供達の先行知識や興味 とつなげ、 しかも、課題 と結 ぴ付 け られ る

よ うな資料 の収集 と選択 を考えてきた。子供達 の先 行知識や興味 をも

たせ る には、地域資料 を開発 してい く必要 がある し、 その自容や提示

の仕方 な ど、 また、学習過程の各段階 においての性質 も考 えてい く必

要 がある。

その 中で、 「つ かむ』段階で舎資料 (先行知識や 興 味 とつなげ、課

題 に結 びつ くよ うな資料 )、 また、提示の仕方 を本年度 は大切 にして

きた .

この段階 における資料 は、事実 を知ると同時 に、疑 FFTを もつな ど多様な見
方、考え方 ができる通とが必要である.こ の多様な見方、考 え方 がバ ズ学習
時の幅広い話 し合いの基 にな るか らである。

5年「類作や書産 にと りくむ人 々」の事例

l認知 目標・・養豚 を取 り入れ ている畑作農家 で は、 収入 社安定 させ る

ため 通養豚 を取 り入れて、しヽる ことがわ かる。
態度 目標・ 。自分 の考 え をもち、話 し合い に参加 で き る。

本時に至 までに「 日本 の種作』 について学習 じち前時 は、野菜 づ くり事業
農家 (小 川 さんの家)を 学習 してきた。そ こで遮、小 JIIさ ん が七種類 もの野
菜 を栽培 じ生活 を安定 させ てい たこと、またも野菜 づ く りは、 手間 がかか儀
ので、植え付けや戦穫 が重 な らないよう工夫 してぃた ことを学習 した。

本時は、 この小藤:さ んの野菜 づ くりの学習 を基 に して、燿作 に養源 を取 り
入れている懸∫ご:選 んの工 夫 を考える授業である二

本時では、小∫:∫ 遂ん と緑 J::さ んの家での働 く人、排地面積、収入 吏 出、作
っている野菜磯比較、そ して、各 々の一 日の仕事の様子 を提示 した。

一 だヽ19 -



灘料 ■

資料 議
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これ ら鋳資料 によ け、拠重達 瞳
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小メ:i(露 F菜 専鱗農家〕 緑f:i(野 菜と纂豚 )

4人 働 く人 轟人

2鱚 群l地 2゛ 悪魏

300葬 毅 入 590万 +750万

3舎 ○万 支 農 180万 キ 630万
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緑∫II選 ん鍛ほうざ広い土地です。
C■ 君につけたいで、緑∬I選 んのほうが広い土地だけど、雛
く人は少なし亀です。

そ勢家は、緑∫::さ んのほうが機械毅たく選ん使ってい儀と思
bヽ ます。

経∫J:さ んと小∫I:な んは、作ってlrk儀 野菜の数臨同じだけれど

種類ガ違 う。

緑∫醤[選 んは、冒業づ くりの儀に豚亀爾ってしヽ機。

緑∫蓋I選 んのほ うン収入も多いが貨轟も多い。

経∫『:選 んが難菫翁鐘 に豚 を飼っている翁鐘、収入 を増やすた

めだと思います。

畿餌種んは、畿早 くから、寂おそ くまで鸞 懇ヽている。

野襲づく場だll■でもたいへんなのは、緑∫薔ξ選ん遮、なせ、な
も繭ってしヽる瘍だ発う。

― 耀罐暑 …



このよう :こ 昆数の資料 (欝時の学習資料 と本時資料・機 く人数や収入 と一
日の労働母様子)を 比較 した り、っなげた 場す る事 猿ょ り、耕地の広さと艤
く人、野菜の種類、年象、最 く様子等幅広 く事実 を見ることざで者、そ翁違
いが生 じている原理も予測 している。また、仕事量では、緑∫J!竜 んの lPAう が
豚を飼 っている分多い通とがおか り、「なぜ壺 とい う熱懸 娘っなげ儀ことが
できた.

《4)ノ ミ Jゼ学 習

①話し合いの場舎位置付け

学習活動や轟題に合わせて、話し合いの場を考えていかなければなら
ない。しかし、足場をもった話し合い、ねりあげを考えると、 Fさ ぐ
るJ段階 に位置付 ける ことが多場 。ヽ

誕 ■  「つかむ聾段階でのパ ズ

(資黎IP

グループで力を

合わせて

頂止めざして

がんばろう !講時までの学習内が本

時に大きく薦わ って

くることがよく轟る。

そ通で、前時までの復

習と、1本時のめあて、

「頭鍛めあて』「心のめ

あて」 (資料 ■)を t

導入時に位置付けた。

このめあてをグループ

で確認すること感、麓

時までの学習羹容の定

着が低かった児童 ほと

って、本時の学奮内容

や課題解決 滝役立つと

同時に学習の方角づけ

ができると考えた。

9.議饉露書の政治が鋳尋

織鐵構長の大 計統一が静尋

7,鉄砲とキリスト教が伝わり、

日本のホト会:こえぃれぅ舞最こ藩勝る

6。 轟震たちが霞繊したことがわから

尋.饉群轟満の政治がわから

・

騨

鸞

購

写
・

翻‐

機

。J:E:i:::;i::::::::ll卜
・

蒔こ
`ミ
雷馬≫

40元と参畿いで轟籍がどうなっていったかわかる

3.士堆撻命をかける鎌鯨 ±0生灌や気持ちがわかる

2.鐘愈轟麟と篤票人の藤輝範がおか.ら

盤爾の導導電】

1.鷲鸞と時糠参繭係がかかも

※頭の滲あてについておかったら、山量りの人鮭亀を機拳拳 :

- 4せ1 二

書丁雷世覆

篤
磯



リーダー I前の時鷺れか等たことな発轟 いて くだ還ひ。

Cl:頼 載ポ平氏 をうって、.鐵意 に喜構を開しヽた。

C農 :書軍と舞家人 は無轟 と幸食翁爾係で結覆轟  ゝ れ ポヽ鑢倉Jの とき
は、命懸けで戦 争ことを書準た。

リーダー :議 磯人彫 《鑽倉暮府 と御家入磯翼係がわかね難t》 鍾色 なぬ り
ましょ う。

リーダー :今 目の頭の議あては、 「土地懸こ命をかけ繹鑢鵞武士の生濃や
様子ゴか かる。』です。ごりの難あては、「問題 ここない して、
量分鍛議え 徹もって、グループの議 し合ぃ臨参撫 しよ う。聾
です。

通の F醒登 撃轟』 難使い、導入時 も進バズを取 り入れ鶴通とによ り、本時翁

学習は、 F土地に命 社かける鎌倉武士の生懸や気持ち』でお発ことが確認種
iれ

た。 まう暮こ、今まで動学習は、N頼畿ポ鑢倉暮鰭覇き、将軍 と後家人は

、御恩と奉公の関係で結ばれていることポ磯認できた。 この「出量 り表 J

は、学習翁方向を知機 うえで、また、個人翁考えづく準の建場 として有効で

あった。

例 2 「饉ぐるJ段階で命バズ

こ仰段階では、課題 にたい して 自分鍛考え竜持ちЪそれ を集甕翁申で轟 じ
合い、より多様な見方、考え方 ができ機ことと大切にしてきた。それ 鍵は、
既習学奮量生かす場 を意図的 に設ける通とや、集国のなかで認め励 ま し合 う

‐

という人間関係を大切 通 してきた。

この段階でバズ学警 を位置付けたこと傷こょって、 自分 と鐘違った見方、考
・え方徹知ると轟時に、 自分 と同 じような考え方がある通とに気づき、 きちは

自分の考えを、まリー層鞭める場 になった。また、発表の場でも意畿的に学
奮は参議する児童が棗立 った。

3年「難作や書菫 にと 晴くな人々』の事例

「なぜ、緑∫J!選 んはこ野菜づ く準の他 鬱こ鍵豚も しているのだ拳 う椰饉 とい
う議題にたぃして.

自分の考えづくりゃ裁階で、A驚鐘、

《小簾:涯 鳥の学警から》
野菜は、手間 5か か機 し、鐘戦 ぶ不安定書

野難づ くりは、 X儘 に左右 なれゃす秒か ら、最 J』 :選 ん 濾豚 を蠅 っ
ていると思 う。そ して、豚 翁糞 遮簸の難料 にな鶴磯で 強 ?

一 ノI罐2 ~



「

と考えバズ学習 に臨んだ。
バズ学習では、一人一人が 自分の考えを発表する中で、

:野菜づ くりは、手間がかかる。野菜の値段は不安定、天僕 に左右まれゃ :

:すい .

などほとんどグループのメンバーと同じ考えであったが、最後の「豚の糞
は類の肥料 になる。』 とい う考えは、A君だけでぁった。
A君が、 通鍛考え を発表すると

| 「水田でも、たい麗で土づ くりをしていたか らt畑 も土づ くりが必要だ。
豚の糞は、類の土づ くりに利用できる。」

とグループのみんな 重認め られ、 自信 をもって全体の場でも発表でき、今度
は、クラスのみんな に認め られた.

そして、あるグループでは、「余った野菜 を豚の餌 にするこ盤ができる。
」という考えがでた。また、他のグループでは、収入 と支轟から F小 ∫::さ ん
は、 500万 円もうけて、順 を飼っている緑 JI:さ んは 54o万 円で、豚 を飼
ってもあま りも うか らないのはなぜだろう。」 とい う意見が轟てきた。

②話 し合いの方法

話 し合い録方法、.人 数等いろいろな考え方があるが、社会料では、
低学年・・ 対゙人畿、輸番法

中学年・・・輸番渡、指名法

高学年・ 。・輸番濃、指名法、 自由会議法
をつかい話 し合いを進めてきた. このような方法 を用導ヽてきた理由は、

○低学年では、自己主張が強く、議をまとめたりゝ 進めたりすることがたぃ
へん難 しい。それ で、人数も 2～ 4人で議 し合わせ て きた。

○中学年では、 自分の考 え をもって参撫す ることができ る機で、輸番法や指
名法を用いることができる。まず、 自分の考えをグループ轟じ合しヽ、 自分
と同じ考え、違 う考えがあることに気づき話 し合い を進めるようにしてき
た.人数は4～ 6人で話 し合わせてきた。

○高学年では、 轟分の考え をもって臨み、考え命違いな ど徹まとめた り、銀
わ らせてて議 し合 うことを目指 してきた。それ には、人数濾、 4～ 6人 が
必要である.

一 通峨3 -
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しかし、グループ構成、謡 じ合しヽの方畿、役畿分糧 な どもヽろいるな聞

はが鶴慈難またも高学年でも、しヽ くら鰯人の考え作 けならでも、一人一人

が発書す儀だけで範 と鰯の間わ 鰤がらす く、文達蒔考えと自分の考えを比

べる姿ゴなかなか見 られなかった機

ぐこで、繭の考えをグループで話 し合わ電機鋳「襄轟カー ド』 (資料 ■

竜利燿 し電、理長指導 をしてきた。

.通 磯ルー ドを利麗 して、グループ翁話 し舎しヽを進めるよ う臨した も、 2
～ 3の グループで、東逮同士それぞれの考えな爾ゎ ら管て話 し舎しヽを進め

てひく姿勢メ現わオしてきた。

6年『農村ほ住む武士の世Jの事例

リーデー Iな麓武士藤戦砕翁鑢響濾麟んだけする靱鐘、ど不してです
か。

晩念轟嘉竃霊轟 カ ー F
鱒の時轟の榎警をす轟J

・ グ,―プの子、一人一人に議名しで言ってもらう。

わか らない子に:ま    「 ~‐          ・ ・

「 わかりませんJとか『 わずれました』とはっき惨礁ち でもら静て

その子の立場をは嗜きりさ崎てから歌えておげ警じょう薔

」。.=  『 こ珈開ドきたえ轟う樹調鋳R職ギ』 ‐

今鋼の卦会あ勉菫のめぁでを遮霊しあう。 `~ 
・

・ 裏長がグルー プの子は言って、みんなで聴麗しあヽ

「今日の頭のめあて鮭『…‐・・…‐"‐………‐―・』てす。

1ま『・
‐―‐―…o……‐―‐…‐退です。

グ_r― プみん議 耕 かるように

が ん ば も て 鐘 ・強 じ 警 毎 ょ う 1』

問題に対 してのグルー プ学習では、

。一人ず人の考えを言ってもらう。

静からない人にも、そのことを書場でもらう毒

(何 も
・
言わないて還 ぎで し警う通と韓、 その子 遮力機つけて

い くことができま誉ん。 グルー プ亀よ くなってい議曹崚ん磯》

0懇 撫 くば 、F無 機 鶴 た らヽ グー プの中で

菫由に彗 し合った 蓼、覇議が機導 した りして、闇轟 臨対 して

考えを糠めていく。
´

○寅鷲の言えを躍いてどつ思 ったか、言ってあげる。

○顧分の導滋と翼麟鍮琴え凝量べ電発議じ合う。

徹グループ撃奮機、クジ翼鍮奉へ斃覇ず轟ようにダー プ學んな電、

鐘げ警じあっでいく.

《食震の手解挙がるグルー プは、

年ヽ辱ということです.》

しっか攀グルー プ懸難がで書て

― 塔曜4 -

ど ■ :や ぶ亀めのよ

通機のよ う :こ 腎「い

ざ鐵驚感 の ときのた

めに等矢翁練警 をし

ている礫

C盆 意陶書の ところで

敵写套地や 爾置を取

けにく極か亀 しれな
枠ので守っても聰る。

一C3:わ た しは、馬の

鸞議の と通卜で、馬
は戦い時時や れ ざヽ

鑢量』で駆 け付ける

時、 とで亀大響なの
| で世講 竜す る人が爾

徹やりで、 しヽつでも
いいよ う銀している

と思枠ます。

こ 23C■ 欝 に付鯉 懇

で、十ぶ運命は 鮮い

だな倉』鍮時だけで
なく、敵ガ攻めてき

腰.

毬 .



C■
リーダー

二重重言尊警登2竜 :IFYЦ
いると思う。

憲C2君の問番のこ、とだけど、源氏の武士は、ガンが飛ぶのを
みて、敵が隠れていることを見抜しヽた通とがあったけど、間
番の人はそういう通とも見ていると思います。

⑥ 個人の足場 と集団が生きる課題の明確化の実践事例

3年生「買物 と商店街」の事例

認知 目標 商店街の人たちは、売 り上げを増やすため に、商購会をつ

くり協力 して活動 して tr■ るだけでな くゝさ らに楽 しく買物

ができるように工夫 していることがわかる。

態度 目標 グループのなかで自分命意見が言え、全体へも感げること

ができる。

重時 において、議雄商店街 を見学 し、商店街の工夫を見学 ノー トに整理

して子供達は,本 時にのぞんだ.本時の第一課題は

た くさんのお客 さん に来でも らうため に、商店街 の人 たちは、 どんな

工 夫 を しているので しょ つ。

であった。 この課題 につしヽて、全体発表の前にバズ学習 を取 け入れた。そ

れは次の二つの理 由からである。

① 自分の見付けた二夫とは異なった意見 を持つ友違 と情報交換すること

で、 自分の考えを広め られること。

② 自分の見付けた工夫が、商店街の工夫として正 しもヽかどうかと確認 さ

せること くこの通とで錘児の子も自信ざつく》

このバズ学習の中で、E男 は、「新しもヽものを費くうるようはしてひ

る。』と発表したが、グループの子に、 Fそ れは、覇前の爾膚衡だけで

なく、近所の書店でも考えとったよ.』 といわれ、それが、本時はおしヽ

で邁響でないことを理解した。また、◎男は、見学鍾おしヽ電工夫を見付

け轟ことができなかったが友達の話を聞いて、ノー・卜に響く達とができt

全体の場で発表することができた.そ して、ほとんど軸子激、自分鍛見

学ノー トを足場に気軽に意見が言え、自分が見付けれなかりた工費を書

き加えることができた。

一 だ城5



ならに、 こ母バ ズ学奮を通 し、子供達ガ自由に議 し合 う通とができたた

め、全体難轟の場 において Sゝ 讐鑽■ま り挙手をしなしヽ子も積極鋳 濾斃

表する通とができた。

畿 凸 靱 成 果 盤 爾 削 薫

尊甦指導諸藩

単元指導計画 率 臨、 A聞 甕係 働め轟でやゆさぶ 参の発 聞 (第 二課題 L

資料等位 置付 け、 よ り諄 しく、具体的な指導計画 がで きた .し か し、

全学等、全単元 ほ風んでいな し`ので、今後 3:き 続 き取 り組 んでい きたむヽ鬱

学響糧種

「つかむ』段饉 「選 ぐ鶴』駿鐵 に重点 を越いて きた隷 こ磯段階の議題

の蓬定や難蘭等 少 し具体的 になつて董たが、子供機実態 や 反応 篭考慮 し

た課題や発間、 また、 ま とめの段階ついても考えてい く必要 ガある鬱

資料の収集 と選択

ビデオ響視臨覚教材 ざたくまん準備できた通と。また、地域教輔食料

を作成できたこと。本年度使鷺 した資料 を書積す 6と 共 に、来年度 は生

かす よう臨反省 し、新 たな資料づ くりに麟まなければな らない藝

バズ学奮

どの時闇濾鶴バズ学機 な位置付け、少 しずつ伸麗 とのね つあげ によ り

社会事象の意味 隆進求でき機ようにな場できた機 しか し、議 し合いのさ

せ方、役割分鯉、 リーズーの機製、 としヽりた方畿面、 ど翁段階で ごんな

懸鸞写よ眸かな どoま た、学力鰊定裁 を甕指 した『畿 とめ重機畿階での

バズにつ紳ても、今後研究 してし`かなければな らなしヽ。

― 増罐轟 ―



le 竃鶉響警購減雲

纏 をま る】_

。自分で歌える。

・美分で績奏できる書

・レ璽―ドや友だちの表現を難き感想

が言える。

・裁分醗 まずきを持り、理遣霞標}こ

向かつて繍警できる書

罐彗鬱雛覇諄群 彊翼輩甕雷躙不膠甦と血    聾

翻 究 主 務

確かな足場をもって、ねりぁげのでき轟子を機ざして

艤 爾を育て儀》
會鱗り爾鹿で見奮磯たり、鑢彗舎った

けでき儀舎

籠まり釜じしヽ表現濾ず轟亀鍮きこ、グル

ープ内で難春人の役割写轟かり、伸

良く鑢冒でき儀攀また、饉願予轟か

り、色々な方譲で鑢習でき儀。

小集国学習を位置づけた学習指導のぁり方

単 元 指 導 計 画

―
… … … …

… … … … … … …

感糧ガKリ ーー■―……

ノ驚寒F習の展開 …………

議題を掘寵にした1駒碧購鐙踵『の修二

つかむ―さぐ儀―Jも、かめる 学署の見通じ

全体学習と小集爾学習の位置づけ

楽しいリズム、鷹しぃ音種、美ししヽ響き合しヽ

続が生き轟場 (集国の中に運殺さ惜なぃ)

認め、励まし合う人間爾係

一 だ望7 -

<研 究 肉 容 ≫



ノ≪      瘍 朦難盪

バ ズ の 方 法 取り入れ方 0億意慮

も

か

む

一
　

さ

ぐ

る

鬱

と

め

る

:

|

量ぎ

餘 論 べ鱒

窯時峨理機)こ到

達するた場、自

分たちのりまず

きを塊確にして

繍習させる。

酸 鍮 べ鱒

本時の成果を味

わわ彎ると共に

数時の課題なつ

涛ヽま畿儀露

晰 眈 鳶ヾ

ペ
ア
　
一・

０
表
現
一
０
聴
藍
役

一一　一　　　｝

彗

彗

>/ 一ズ
ヽ
一

ノ
Чダ＼

自曲余轟機

Q  参  曇

争     惨

り寧‐ヲじ
G∫ ―ヾ卜朦鶴肘響

轟つまずき鷺躙鯰

低挙年では、主に隣り

同士で見合ら、鑢き合う

形を取り入れる.

中鬱高学年では、4～

10人位のグレンープ総形

をとる。

練管の方法や段階徹覇

確にする。

バズの形や    は

国定鸞ず、鐵 ヒを図る

それてれの過程、欝饉

に合わ営で、効果的なパ

ズの形を取り入れる鬱

― ノ』ヾ辱 一

陪 な ら しヽ

0 ど

す
" 0

:

―

攀

感

ｏ



穂 は、動 58.・ 59年度に1畿業の文麗曜鍵齢議監、露響諸59・ 60・ 51

年度には、土鮫市          を受け、その間、書彙割酢こ:亀象を

あてて研究を進めてきた.特に、音楽授業充実のために、本崚独自の年間指導

計画を作成し、地域課題研究の時には。その第■次修亜を行った。今回、更に
~尭

芝秩修正髪経 て授業を進めている:~ ~     
‐

音楽につぽ は、『楽しくも正しく、美しく』を合言葉に、音楽鍵鞠まもち

・ろんのこと、朝の歌声の時間や山ぴこ集会        、オペ予などの音

楽活動に全較欝蔓で取り組んでいる.

バズに関ねることでは、文部省指定校の質から 時 の響きJと して、仲間と

ともに意欲的に課題を解決していく学習過程を大切にしてきた。今回、バズ学

習の研究をする特あたPて略、今まで行ってきたことを更にきめ細かく見直し

り》ニプ練習勢段階表を作ったりして、「学力と人間関係を同時)■高めるLこ

とを考え、実践してきた。以下、その研究事範を挙轟 。

研 秘 暮 事 奪 ゴ (■ ≫

バズ学習 (鷺輔 まし合う人間関係・個が生きる場)の事例

2年生  輔ち しょうあそび』

縮    Fプン プン プン」  j
縫 の日標  (7/8)
○ 主旋律もこ、居熱こよる擬音機 て合唱あそびができる.

○ グルTプ総軒 の自分の役議がわかり、協力して練習することができる。

動 の酵

ア 鍵盤ハーモニカのドリル練習
‐‐

教簿繊 ルガン扇撃いた継律を子どもが響絆事豫へ 次い   …ヽ

モニ欺 演奏する。これを繰り返して繰習する。隣り問士で、―Aガ演

奏している間もう∵人:場ており、終わったら、正しくできたかどうか 。

を手で合国する。 (まちがえずできたら○、まちがえたらXの合図)モ

の徹 交替してやる.

― rl登鬱 ―

戸
‐



C2 像お軸舎圏)ま かったな苺

Clらん鏃 (轟菫ッと襲う)

T 議ミ貫亀貪層○だ
惨な機よ

主旋律:こ擬議妾重ねた合唱礫グループ練習

グループの申で,総とら選ん (≧ )、 おかあさん (漁う、おにしヽさん

(に)、 おねえきん (轟)、 ガ決めてあり、考94人が主旋鶴3擬讐、

鐘艦ハーモニカ (轟音の支え)、 罐き役を順に交替しなから受けもって

購 る。

Cl %に 濃萎している。)

c2.ぶんぼ争で。   _」 .

Clまちがえずに演萎じ終おる。

つた

プーシ

け島・ノヽ

きき奪く

<醸 >

醤曇
°
量暑又憮営鰤勒`

聾 (2≫

麟 づくり 攘 しく 正しく 美しく)の難

4年生  「ぶしのからみ合い』

教材   「夕焼縄 ゝ リコーダー演案

鰹 カード翁利用)

警察科で傷感性づくりなして:ま 「薬しく 菫しく 美しく』場願等だし`儀・

通れは、機菫ほからみ含台鶴の写轟儀写、特に申学年総駿階で臨「鷹しく瑾≧
=

いう部分娘量点がなかれてしヽ昼。一体t『正しく週としヽラ盤≧はどういう過と

な釣が、それ写「薬しくば『美しく』鮭、どうかかわ喩てしヽ悪鋳かW、 学警鶴

てしヽく鷺濃濾わかってしヽな験。`と、自分畿野、そして侍聞≧轟菫壕ていくないわ

還と写で者ない。モ道で峰ぐれら輸輔罐はした学覇カード壁彊ムとデル蜂ずに

ヽた営、それを―-9翁手だてとして学冒鳶「進め轟れ儀よ争にした。

一 塔≪警 一



鋼 の激 )

今 日の課題に対 して

① 全体学習

②二饉喩讐事墓券そとりくんでみL)t
教
え

合

い
に
よ
り

で
き

る
喜
び

・
学
習

の
申

で
感
ず

る
喜
び

⑤
C『

轟警~で
』   ‐

C「レ ラ ラ
だよ」

C『わかった」

「なんとなく
音がそろっ
てないんじ

「
暮職 悪
いの』

「2人ずつで
″も、しヽでみよ
う』

「そう壕でき
たな』

「○さんい鬱
しょ}通摯ふい
てみで』

「
暴留段理轟
て,ふひてみ
よう』

「あった あ
った』

④ 殉レー鵞 習

自分たちの問題点

寛服できたら

自分が克服していくべきことを
力
蚤
選手

理シ鍵琴しくの数 に"

1)轟客轟貴黛警薯までき'嶺をみん

掛
鸞懃

力∵警肇ん糠琴
慇》 グループの議題 を調整 :こする

4)辣

C『二番9奪警
t 

懲募

crみんなでゅ
っくりやっ

lc『ぷ警轟
子 して』

C「だいぶでき
たねJ

マーク

マーク

<成 果 >

・正しく、美しくの観点を明確にしたことにより、克服していくこと、練習し

ていくことが、グループ内でわかり合えるようになった。

。自分自分の課題を持もてグループ学習に入るため、各々が国講を持った学習

、としてとりくめるようになった。
‐

0■ っ1もそきてぃく喜び、
‐
桑じさを,耳から目から感葛ぎせられるようにボ

リも教え合いにより友だちのやさしさを心で感じられるようになった。

― だ哺1 -

等 どもの様子》



F

聾 ≪3》

mの 見通じ)の事例

6年生  『莞気一つ徹友にして』

グループの綱 に入っても趙 がはっきりせず、何をしたもしヽしヽ母かかから

なかったためく練習方法の段階表を機瑚、自分の今の段階をは鵞量りさせて、

どんな練習をしていくと課題解決できるかを子どもたちに示した。

■eオル湯 母音菱た奉り婆副次的な旋律が歌える。

2。 主旋律に合わせて、副次的な雄簿が歌たろ。

3.無伴奏で、副次的な旋律瀬歌える。

4。 友だもと二人で二都合唱ガできる。

グブレーーず練習における子ども母様予'  L塁 リープで

L 今、自分:ま どこ鵡部分までできてい儀めか言ってください奉

01--1で 、オルゴン織警ガ轟れば一人で歌え亀。

q2… …伴奏なして、製次的な旋律ポ歌た機c

ご3

L lの段階鉾人かしヽるので、グループ績詈は、■から始織ましょう.

× 一人ずつ、み就 で■が機 るまでやゐ。

L 上ができた機で、数は2を続警じましよう。          :.

※ 盤を同じよつきこ糠習c黒 予で最ない時機、 Lヘアィードノベックす機。■

霧■聯鍛騒階で摯曼雹通と写できなかどうか鐙購し合も感

<成 轟 >
彗本時の聾標を:達はすもな轟の最購嚢写趙儀な鍮、どんな麟警敬墾えら藝標滝ヽ

鰈 き儀豫ゝ影%か轟ようはな囁え感 誰攀Sの見濾し写難では肇》

。デループ内で最え合い、議まし合うえ饒濾～麓畿おも嘩て参難で翁轟予爵纏

えて翁亀雄

一 媚ヽ3鵞  一



学 級 会 活 動      ≧

■。爾稔憲繭顧

奪 究 主 畿

確かな量鶏豊も糧て。ねりあげので董轟子をめぎして

確か機

儘襄覇ぎてる) ‐

・ 生活の中でも正 しい露道 によ

って自分の考えが持てる .

。自分の考え警饉に広めること

ができる。

・ 農分から進んでも実錢 との結

びつきが持てる肇

mを 驚 轟ゝ.

自分織考えを億人 鍵壕驚k讐
麗しヽた りすふ。中で、集圏母よ

書を露めることができる。

自分の役割がわかり実轟に結

ずつけようとす る態度 ができ

る。

|

<憂 究 内 容 >

一だヽ33-

選    を瞳置づけた学習撥轟聡あり方

0指導計画   生活 との結びつきによる。議題 を鴨 確に した、自治

的活動 による計薦の作成 e

O指導過轟   畿題の提案 。議題把握 。饉磯考えの機立・ 羹容のあ

るグル ープの話 し合いご全体の議 し合懇ヽ・ 実践 と傷

縫びつきの議議 .

○バズ学習
‐
  銀が生 きる場 0話 し合いの場の位置づけ 。小集爾と

集置の高まりの機 い実践 との結びつきの機 .



♂ ≪      鍮

洟

◎鍵鐵畿題 によ霧
|

て、間題点 を理
|

鮮す る機 e   l
蒻 ≪鵡   |

0議量 を覇磯にし |
で、優人的考え

・

量簿ぱす中督集

鐵で解決す 機饉

種 e

鑽 や べ尋

○講 じあい蒔まと

めなし、彊翁考

え方、集翻慧謳

警つけ、実錢に |

繊がつけ益機種癬
|

|

|

|

瞳 鑢ゞ・響巡

0そ∫れの選畿篭

鶴麗 l灘 鸞電難轟

蠅ね斎翁鰺量取り
入れ準く攀 や

0グ 1プ やそ鍮機

翁篭饉よつで摯
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研 究 事 例

1.学級会の運営

(■ )

一人一人の願いを生かせる学級会活動をどのように運営していくが.

子供達にとつて、学級とは意図的に組まれた生活集団であり、豊緩母体であ

る。教師によって意図的に組まれた学級ではあるが、一人一人の子供達はそ鍮

中で、自分を生かしたい、自分を高めたい、みんなと仲良くしたい、楽しい学

級にしたいと願っているはずである。

そのような、子供達の願いを実現させ、子供達の心を育て、自治的実践力を

高めるためには、学級会の存在はとても重要だと考える。

では、子供違一人一人の願いを生かすためには、どのように学級会を運営し

ていつたらよいか。これが私の政 課題である。

<「みんなが楽しめる球技大会」についての実践を通して〉

5年  一人一人の願いを出させるために

① 2学期の第 1量学級会で、「 2学期の集会活動について計画をしよう。』と

いう議題で話し合いをした。

その時、「 1学覇に体育で行なつたバスケットボーJ1/が楽しかつたし、なん

なで少し協力できたので、今度は学級会として球技大会を取り上げて、もっと

協力して全員が楽しめる
―

会にしたい。」という願いが子供から露墓れたψ
その結果、10月 に、球技大会を行なうことになった。

一オ、35-

≪学緩会運営難≫

上記の願いと運営藩をもとに、「集会活動量を轟介する。

{織 議軍寺躍墨)

tB・00グ ル“ブ織め ξ:年 選挙畿織員〕
鵞霧…2事議::濃金
懸露…適島盤ュ彗―ガンにつtt(2罐 〕
薇母…尊重責金憶ついて (1題 》
纂醸…球糠大曇 (3題お
S霧…
?職…ベア織金鐘ついて 15週 〕
趣懸…ベア鐘奎 (4競 〕
懲尋…お棄しみ会:こ ついて ξ?饉 )
諄轟…盤書じ藝金 (6題 )

デループノート

#d*A



②学級会まであ運営

○菫長 と今回の学級会司会グルTプで計画会を開く。
。1学難にバスケットをやつた時のみんなの気持ちと問題点を知 りたいと考

え、アンケートをとることを決める。

○アンケートをとると、ほとんどの子は楽しかつたと答えたが、 5人の子が

楽しくなかつたと答えた。そこで、楽しかつた原因と、楽しくなかつた漂

囲をみんなでまとめることにした。

○原案作り ヽ・

・アンケートの結果、楽しかつたことには、 F協ヵできたこと、ドリブノン、

バス、シュートができたこと」と答えたこが多く、楽しくなかつたことに

は、「ポールがまわつてこない、 2、 3人でやつている。Jと答えた子が

多かつた。

そこで、「グループで協力して、楽しい球披大会にしよう。」という圏

当てが、原案として決定した。                        ^
また、 F楽 しぃ球技大会にしたい。Jという、みんな翁願いをかなえる     ‐、

ためには、学級会でどんなことを話し合つたらいいか考え、みんなが楽し

むため吟 5年 3組だけに適用するルールを考えようという意見がまとまつ

た。   議題『みんなが楽しめる「 5の 3」 ルールを考えよう。』

③学級会で鋤意見
。みんなにパスが行くように、「グループの全員がパスをしてもあつたら3

点 Jというループレがいいと思います。このように全々バスをもらえない子     
´

のことを考えたルールが決定した。

③球技大会

・球技大会では、グループの一人一人が協力して、みんなにバスがまわるよ

うに声を掛け合つたり、なんとかバスなやろうとする姿が見られた。

・楽しくなかつたと答えてい史f升ガ、生き生きとした燿療で取り組んでいる姿

が見られた。また、そ鍛予選をさらに麟ましてやろうと表彰する司会グル

ープの優しきも見られた。

Oグループノートの反省より
。F本 当に学級会で話し合つてよかつたな。 1学期やつた時より、パスおも

らえたし、シュートもうつことができ楽しい球歎 会でした。」

実践 を通 しての反雀

以上のように、学緩会鍮場だけでなく、球披大釜歌金輝鞣巻通しての戦り組み

の申で、伸間と協力じ合い、自分を高ぬ合いなメら活動し、一人一人翁願い    。

だ実現され、学畿として高まる過≧ができた。

…曜ヽ36-



側叶蓼題導撃警電  <l就 》

子供の学級生活に結びっぃた議題の選定の事例

・ 3年 学級文庫の本を入れ換えょぅ

‐
・ 議題の設定理由

現在の学級の読書は、雨の日の読書ゃ配膳調書などで、か
なりTlf用度があるため、このごろ「学級文庫の本は、ほとん
ど読んだものばかりでつまらなくなった。」七いう声が聞か
れるようになった。それ以前にも「本が少ないので、家から
もってきてぃい。」などと子供の声が出て来ていたので、こ
の自然発生的に出て来たものを大切に指導 して来た。

そんな折、学級議題ポストに F学級文庫の本を入れ換えて
欲 しい。Jと ぃぅ意見が出された。 リーダー会で話し合った
結果、今一番みんなが問題に思 ってぃることで 早く解決 し
たほうが良いといぅこうで全員一致で 通の議題に決定 した。

議題が学級生活に結び持τTて ぃて、学級全量が問題意識を
もつている亀 自分の考えが出し易いΦ

グループバズなの例

学級文庫の本について思っている ってください善懸
≫

警

成

と

賛

す」
　
ノヽ

Ｒ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

殆 ど読んでし.ま ってっ

幼稚な本があってっま

まらない。

らない。

本が破れてぃる。

みんなよく読んだから家の本とと

~/Jゝ
長ζ―

りかえて くる。



「

全体バズでの制

司会 入れかぇ方にっしヽて議 し合って下さぃ。
C 字の細かい厚い本をもって来ると農い。       ~
C つけた しですが、 3年生 らしぃ本がぃもヽ。
C 理料の本が少最ざヽあで、虫 とか植物の図鑑をもって来る。
C ~男の平 、女め子

‐
:こ あう本をもって来

・
る。

《成果》

・ 自分達の生活にかかわった共通の問題だ■たため多 くの子
が自分の意見を発表できた

。学級会後 図書係から学級文産とりかえにっぃてぉ願いを
するなど、係活動の広がりが見られた。

・子供のもってきた本を見ると、学級会のねらいにあったも
のが多かった。

《考察》

こや実践は、議層が学級 !こ 直結するもので、学級全量の共
通の問題であった進と、子供の発達段階にぁっていて解決方
法が見いだ し易い問題であったこと、子供の自治的活動ので
きる範囲であつたことなど諾 じ合い活動にあっていたと言え
る。従嗜て、学級会では、選切な議麗のもとでこ骨溝発な話
し合しヽが行われたり、ょりよいきまりが作 られたり、ょりょ
い人間関係が深められたり

‐
とぃう結果が得 各れるのでぎも

‐
て  ~

畿題の選定は、慎重に行わなければならなぃと考える。

―耀ヽ38-
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鳥潟 弘糞  山本 育代  繭村 美讐  丹羽 稲子  中島 康英

増ゞ :11溝謗肝テ  メ護封いず乃し  鬱響難盤欝   曜蛾蔚 彊F爵

*   ・・     爾 li哺轍 夕監

鰺  曜  難 朝  恭鋳 鰤  醸鍵 蜃

鉢 鮮 鉢 齢
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6t脚 まとめ

以上、     内容と実践爾を縄介してき尭が、今までの成果とこれから翁醸題をまとめ、

研究のまとめとする。

<酔
○‐メJザ影明鴇鯉ま、活躍度、       え、生き生きとした      くを懸 られrる

ようになつてきた。

ユコニ重して学習経参加している     グルール 穆輔談 しい、よく分かる

尋ねた り教えたりする1姿がよく見られる  多様を考え方と:発議が出てくる

発言甕数が増え、授業鐘勢いが出ている  理解度、    塙 じゝ

体み時間:     でいる      欠鷹者などへの思いやりが発られる

○学習の成果が、表に出てきた。

・過去2年、勤 テストを実施したが、鶴 ご資力は離 しており、    を上回ってい

る。

=    ・合唱コンタ■ルにおける受賞

NHK舎唱コンク‐ル (I岐嚢桑)電ま、今年度:も含め7年連続受賞してしヽる。

・
  難 艤 、      麟

を突餃して、出場できる児童が奪:々増|えてきている。60     である。また、

市町村主催のロードレースなどにも参如し、優秀な成績をおさめている。
31華詢鶴轟震、      、      、       どに雛 る帥 でき:ゴえが良<

なつてきている.

・司議議豪祭嘱まだン勁曖聾:(韓朝蒋墾驀曝轟墜懲嵯疑)   、ォペテi銀轟薩:(老

人福祉センター)の方々を招待する、など心を広げることができるようになつてきた。
心    銀じける集国隔菫磨:きびきびしてきた。       、話の園|き方など。非難

どにもそれが:よ く表れている。

・ヨ提覇国として、     を調壌聴遂鰺舞奪諄力山め、指導諄
=髪

携 しゝている。繹 ↓講 しても、

精‐杯の努力を忘れず、      こあたつている。また、年に=度
率が1鍵 %であることこま、         高まりを表している。

・社会科、音楽科、    けでなく、いろしヽろな場面でバズが活用されている。

<
・実態把握の効果的な利用。 (次の指導にどう釜携可1か、勤黒的な事後指導0在り方 )

・瑾       をもたらす場繭    。 (どん       けると効築が壼益か )

一 蠣鷲電 ―
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一研究主題一

1.研究主題設定の理由

(1)学校教育目標を達成するために

本校の教育目標である「実力のある,民主的実践人の育成 J:よ一人一人の生

徒に、たくまい 心ヽ身と確かな学力をつけ、豊かな人間性を身につ :す ることを

目標としている。

実 力 の あ る 1民 主 的 実 践 人 の育成

一
りくづ圏集

疑
ソ

習

ノ
ヽ

学

パ
ソ
　
つヽ

用贈剛圏
　
ム
鶏

盤
彙

り

２
０

ま

二
竜

一品

義
れ

に

挽
肘
一
い

た
電

互

び

　
一

壺顧島
賊

Ａ
嗣
７

巻
嵐
欄

塁
ム
ハ

豊 か な 心

たくましい心身

確 か な 学 力

を身につ

けることを

自分を伸ばし、よいグループ ロよい学級

よい学校 :よ い社会をつくる。

協同の目標として (めあてづ<り )

自分を生かしながら (自分づくり)

みんなと助け合つて (仲間づくり)

(め あてづくり)

(自 分づ くり )

(仲間づくり)

ｌ

Ｌ

ｒ

メ

本校では、これを「三作り」として

①よりよい生き方を作り出していくことについて

② 自分としての考えを持ち

③みんなの意見を聞いて高めていく

ことを学校生活の場ですすめていくこととし、個を伸ばす集団づくりの基本的

な考え方としている。

本年度の研究においては、この「三作り」の立場をもとに、伸FElと のかかわ

りの中で主体的に学習する生徒の姿を求め、個の力を伸ばしていく学習集団は

どうあるべきか、また、個を伸ばしていく学習集団をどう育てていくのかを探

ろうとするものである。

中 2-



健康バト ＼
生活バズ  ｀

学習バズ

そえではこうしょう
やっばりこれがEEし も` み あ

ん な
な た
:ま :ま

ど ど

うう
すす
る る

、 三作 リノ― ト この ことについて

,(2)本校の研究の歩みから

本校のこれまでつ研究の源流をたどってみると、昭租 54～ 55年度にかけ

という主題のもとで

3本時の知的興奮の場を、どこに設定するのか。
・そのために、どのような発間をしたらよいのか。
・どの様な資料を提示するのか。

などを通して研究が進められてきた。56～ 58年度にかけて1よ主題を

私
は
こ
う
し
よ
う
と
思
う

ぼ
く
は
こ
う
轟
う

先

生

∽
指

導

て

とし、コ生徒が生き生きと取り組む学習課題のあり方 .

課題追究課程における個と集圏のあり方 .

―中 3-

め あ て 作 り

仲

　

蘭
　
づ
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り

め あ て 作 り

道懲 学≧ 学t凱 生機会

三作りの中の教科指導 ―知的興奮のある授業をめざして一

授業における認知的目標と態度的目標の同時達成

誌班



・授業に生かす生徒づかみ。
`

という観点で研究が行われた。59～ 60年度にかけては

教科の中で自己充実感を持なせる授業づくり

の主題を

・自己評価活動を通して                    ′

研究が進められ、市の地域課題の指定を受けて研究発表会をもった。61～ 6

2年度は、研究主題を引き継ぎながらも 副主題を

・めあてを持つてFalい続ける姿をもとめて◆

・ひとりひとりの課題を確かにする授業の創造 .

として、○いかにめあて (課題 )を持たせて、学習に取り組ませるか。

○一人ひとりの追究力を高め、学習効化をあげる:こ :ま どうするか。

○学習する自分たちを見つめる学習指導をどのようにするか。

といつた課題を研究してきた。

そして、63～平成元年の主題を

とし、後に述べる課題を研究しながら今日に至つている。

(3)生徒の様子から

2～ 3年前にかけて、残念なことであつたが、本校生徒の落ち着きのない言

動が目立つた。生徒の生活の乱れや、授業における学習姿勢にも問題が出始め、

生徒指導上の問題をい<つかかかえるようになつた。教師は、その対応に懸命

であつたが、生徒は、仲間の良くない行動を見かけても注意をする者Iよ ほとん

どいなかつた。問題を持たない一般の生徒の間でも、自分申心的な言動が気に

なり、共に高まろうとする姿勢にか|ナていた。生徒同志の人間関係が希薄で、

つなDiiり が弱いことを私たちは問題とし、つぎのような実態を課題とした。

① 係 "日直等の活動は、自分さえよければ、自分の分担さえやればよいとい

う安易な考えをしがちで、伸FEEと 積極的に活動を811り 上:ザたり、仲間と共に

高まろうとする姿勢に欠ける。

―中4-

共存の喜ぴを持たせる集圏づくり



② 教室環境が乱雑になりがちで、清掃活動等を通してお互いの学習環境を守
ろうとする意識に欠ける.`

③ 次時学習準備 。発言等、仲間と学ぶ上での学習の約束が守られない。

④ 教科の中で、自ら学んでいきたい・わかりたいという意欲に欠:す 、受け身

的である。

2.顧 う生徒の姿

生徒たちが学校生活の中で “共に存する"と いうこと:よ 、お互いに知 り合い、

認め合い、励まし合いながら、一人二人の個性を尊重 し伸ばしていくことであ

る。教師と生徒、生徒と生徒の人間関係を基盤とし、学習や生活の面で高まり

合つてい<こ とである。

本校生徒の申には、学習になかなか適応できなかつた り、当番等の係活動や

掃除等をやらなかったりして、集団生活の中で自分の果たすべき責任や努力を

しようとしない生徒がいる。さらには、伸間の良くない行動に妥協してしまっ

た り、同調してしまったりする生徒さえいる。

私たちは、そのような生徒に対 して、生活指導画や学習指導面について、教

育相談的見地から個FFJ指導にあたり、学校生活になんとか適応させようと努力

をする。それは生徒を指導するにあたり、教師の願いを伝え、生徒が実行して

くれることを信 して行うわ:すであり、実際、有効な手段と成 り得る場合もいく
つか経験してきている。

しかし、一人一人の生徒に組かく目の属いた指導を行 う、あるいは一人一人
の学ぶ力や生きていくを力を育てるということは、生徒たちを一人一人バラバ

ラに切 り離して指導することだけでは不充分であると思 う。それは、生活指導
上の問題を持つた生徒に限ったことではない。一人一人の生徒を社会的、集国

的な存在としてとらえ、その中で、生徒の人格や個性を認め生かしていく教師
の指導、配慮がなければならない。それ :よ 、生徒一人一人の人格や個性が認め

られ、生かされていく学級集団が育てられていくことであると思う。集団作 り
は、そういう「個」と「集団」のかかわ りを大切にし、一人一人を鍛え生かす
ことにより集団が高まり、集団にてこ入れすることにより、一人一人が高まる

ものとなる取 り組みであるといえるのではないかと思う。「個」と「集団」の

かかわりの中で、一人一人を生かし仲間に認められたり、仲間へ|またらきか |す

ていく生徒の姿をめざすことが、研究主題「共存の喜びを持たせる集団づくり」
の願いである。

―中 5-
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どんなに意欲的なリーダーも、どんなに活発な係も、生徒同意の冷ややかな

人間関の係の中では十分に活動することができない。呼びか |すれば応えてくれ

る、自分のがんばりを伸FElが支え認めてくれるという関係|ま 、人間的なあたた
かさや一人一人が学校が楽しいと感じ合えるところに生れる。「この仲間と勉

強できてよかったJ「 この仲間のおかげで高まることができた」とぃう仲間と

共に何かや り遂げる喜び、仲間と触れ合う喜びを持たせたいと思う。
'

そのような共存の喜びは、うすつぺらな生徒同意のつながりの中や、自分本´
位で打算的な人FEI関係の中からで|よ生まれてこない。教室で物事に無関心でい

る生徒やなげやりな生徒には、仲間と活動することの喜び、仲間に認められる

ことの喜びに気づいてい|す るような活動を仕組んでいかなければならない。ま

た他の生徒をいじめたり、すぐかっとなつた りする生徒には、相手の気持ちや
′

立場を思いやる指導をしていかな:すればならない。そしてどの生徒にも、毎日
の生活が自分の努力と仲間の力によって支えられているという感情を持たせて
いきたいと考える。

以上のような立場で、次のような生徒像を期待し、めざしている。

アロ仲間の活動に目をとめ、仲間のがんばりやよさに目を向けていPr■ る生

徒

イ.思いやりの気持ちを持つて、伸問と活動し協力できる生徒

ウ。仲間とのかかわりの中でめあてを持ち、意見を出し合い、高まり合つ

て行ける生徒・

3.研究の仮説と研究内容

研究主題を追及するにあたり、次の4つの仮説を設:ナ 、研究を進めていく。

(1)4つの仮説

Qグループ活動を核にした学級活動を位置付けることにより、共存の感備
は育つ。

・学級活動、整備・生産活動、係活動等を「学級の宝づくり」として

強化 “実践し、その指導及び活動について、個を生かし育てる小集

目の活用を研究・交流する。

・教師が、指導の重点、内容及び活動を通して育てたい生徒の姿を明

一中 6-



らかにし、生徒に活動のねらいと見通しを持たせるため、「月ごと

の活動表」を作成する。

②生活環境・学習環境を整備することにより、共存の感情|よ育つ。

・清掃活動の細案作りと、実際の活動、指導の徹底を研究・交流する

。生活環境を整え、学習環境としての掲示物のあり方や動きのある学

級掲示を二夫し、学級の係活動として位置づけてい<。

・日直活動などの係活動の内容を吟味し、普段の生活や仲間への:また

らきかけ等について、主体的な活動ができるよう指導する。

③係活動や学習の約束を作り出し、実行していくことにより、共存の感情

はそだつ。

・一分前着席・間<姿勢・発表のしかた等の指導の徹底のために、ど

んな手をうったらよいかを研究する。
督教科係の役割と活動の場をはっきりさせ、自分たちで学習していく

という意識をより高めていく。
饉教科の中で育てたい態度:ま何なのかはつきりさせ、その指導を研究

する。

・教科におlす る生徒指導面として、どんなことを大切にしていくか明

らかにし、その指導を研究していく。

④バズ学習を位置付けることにより、共に学ぶ意識は高まる。
。「教科ごとのパズの一覧表Jを作成し、単位時間の中に学び合いを

生み出し、学習効率を高めるパズを位置付ける。

・話し合わせる課題や方法をはっきりさせ、バズの後の活動も明らか

にしてバズを仕組む。

・バズの強化月間を設け、バズの方法・課題の取り組み方・司会のす

すめ方 。あるいは生バズ等について、学年や全校で重点的に取り組

む。特に生バズについては、生徒を参加させた研究会 (研バズ)を

位置付ける。

63年度の研究においては、研究主題「共存の喜ぴを持たせる集置づくリー

―中7-



互し`にひぴき合う学畿集圏づくリーJと してゝ班活動を中心にした学級づくり,

ほ焦点をあで研究してきた。その中で、

◎ 班や学級の仲間|こ はたらきかけて、伸闇命努力を認めたり、伸FH7を 励まし

ていく姿がいくつか見られ、伸間と個のかかわりをとらえて学緩づくりを進

めていくことができたこと。

② 生バズにおける班のパズのあり方や、清掃における個の役割・班の活動に

ついて検討が加えられ、班を単位とした活動が活発化してきたこと。   ´

等、一応の成果をみた。いわば、生バズ 。清掃 。学指学活等教科の授業周辺の

領域における学ll■づくりを通して、学習効果をあげることをねらってきたとも

いえる。

本年度は、教科学習における学級づくり、すなわち学習集団づくりとして、

その成果をよりあげていきたいと考え、実践を重ねてきている。学指・学糧あ

るいは遵徳等|こ おいても学緩づくりは進められなければならないが、学校生活

の大部分をしめる教科の学習の中でこそ、個と集国のかかわり合いのチャンス

を広く持つことができ、仲間と共に高まっていくことがより意図的に行えると

考えるからである。

(2)今年度の重点として、めざしている生徒の姿

毎目の授業の中で、個々の生徒が自分の考えを立てて、班や学級へお互いに

その考え方を出し合い、練りあいをする場を確保することにより、「勉強して

よかつたJ「 わからなかったことが伸間と勉強してわかるようになつた」「伸

間に教えてあげることができた」という充実感、つまり、学習における共存の

喜びを持たせることが、本年度研究主題の願いである。

研究主選

共存の喜びを持たせる集圏づくり

―互いに高まり合う学習集圏づくリー

―中8-
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伸間との学習活動の中で、めあてを持ち、意見を出し合い、新たな見方 曇

考え方や機能を身にっけ、仲間とともに高まり合つて行ける生徒。



(3)今年度重点とする研究のlit容

本年度の研究 :ま 、学習集麗づくりとして教科分指導を中心にしてきてぃるが、
それを支える基盤としてめ学競づくりや、生徒の指導の側臨 大切にしてぃき
たいと考える.教科で求める力をつ :するために、
ア.教科学習では

9学 び合いの弱さを明らかし、願う学び合いの姿を具体的にする。
各教科でみられる生徒の実態に立って、集題としての学習活動における

学び合いの問題をとらえ、願う学び合いの姿とはどのような姿なのか明ら
かにする。また、願う学び合いの姿に追るためにどのような手だてをうっ
ていくのか研究する。

② 教科の基礎・基本やつけたい力をとらえ、学び合いの観点を加えた単元
構想図を作成する。

単元や領域でねらう力を明らかににし、仲間と個のかかわりですすめる
学習を位置付ける.そ してそこで轟てくる学び合いの弱さを、仲間の支え
や援助の中で克服 していくような指導計画を考えて いく。

◎ バズ学習を、学び合いの姿を生み出す手だての一つとして位置付:す る。
各教科において、学び合う姿としてのパズ学習のとらえを明らかにし、

教科ごと,「バズの種類の一覧表」にまとめる。授業においては、パズを
行うに当たっての課題を明確にし、バズの中でどういう活動をさせるのか
生徒に具体的に提示していく。

イ。学級づくりでは

① 学級の仲間とかかわり合う力を育てる場として「生バズ」をとらえ指導
していく。

② 学級の仲間とかかわり合う力を育てる学指・学活、道徳め指導をすすめ
る。

―中 9-



《曇≫7つ翁バズ

各教科鞍おいてバズ翁毅らえを明らわ壼する際、次磯「 7つのパズ』を行動
爾攘として畿定し、それ鞍もなづもヽで各教科勢特賛鍾贈らしながらま≧蟻てもち

くこと難した。食鯰鬱賞院では、 F授業鍍、生徒が学習す轟重群鷲ゝう立場壼立    :
も、豊縫の難極藩靱、自駆教育を鍵すよち、一人一人を生渉し育てるも器毅な
るパズを生み轟そうと、研究、実践を経り返してしヽる。 (実践制につひては、
P2彗から鍛各教科働実醸価を参鐵)

教え合う  一…… 纏手鍛わからな鶏ヽことを教える。わからな稀ヽ薫が進
鑽献くたずれることができる。               、

見つけ合う ……… 議趨にもとずLヽ て間遍な見つける。お
=し

ほヽ補うこ

とができる。

確かめ舎う ………諄個や紗学習譲題を確かめた諄t問題、ワーク等機答     ｀

え合わせ菱したりする.

灘め舎う  …姜― 譲駆 っ建ヽで各自○考えを交流することほより灘め     1
6。                               .

鰊習し合う ――「― 覚え蓬こと、簡れること等、練習を必要とする学習
につし`て、お互しヽに難議しながら繊習する。

作り合う  ……… 技購、家庭、あるもヽはそ鑢髄機教科で、制作、表現
を必要とする場爾で、協力して轟動したり、勤言でき

る。

縮 し舗  ― ―  自分の考えをまとめたものや感機、あるりは練習の

成果等を伸間に聞いてもらい、麟言を受ける.

次に、英語科のバズ働鋼をぁげる。

―中10-
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麗[生バズ

:  生バズは、「生活・ 健康バズJ機 ことでぁる奪生徒が―甕翁学校生番を振り

返り、自己を見つめ、また詩甕とかが鞠攀舎ぅことな機種簿壼生み臨してもヽく

場であ機。自己を見つ轟、神爾とかかわり合う通ど盤よ響、業響の感簿を育て

伸覇と共通律ぴようとする薫議を轟鋒てしヽきたしヽと考え最む

生徒が自分たち機生藩壼甕な向け、棒間へ錢暖かり難ましや、厳しきのある

注意をし舎えるようなパズを生み出すため猛、                  ヘ

(1)舞分自身参生懸を見つめる場 (黙考)を持つ拳

(2)伸覇と共に生活していることを重畿させ、自己と伸覇とのかかわ警壼   ‐

目を向けていくようなバズのテーマを設定してもヽく。

(3)生活の中の具体飾な事実で、お互いの行動難ついて進求でき発よう難    _
する.

(4)伸置のよさを認め舎 bゝ 、伸間のよさを通して、自己鍛新しい目標を持    "
凝せる。

(5≫ 積極的な係活動を通して、伸間にはたらきかける力を養う。        ´

(6)学級や班内の役割分握をはつきりさせ、学毅や班を見つめる視点とす    ｀

るぶ

こと等を意図して取り組んでいる.

生バズが共存の感情を育てる場となるよう、各学年、各クラスの実態を考慮    ヽ

しながら、まりよい生バズ勢内容と流れを、現在も模索し続けてもヽるが、次参

ような内容とねらむヽを取り上げている.

1 黙考 。黙書   ―目を振り返つて、個々に反省する場.

2 バズ      個の反省にもとづき、班で交流、討議、はたらきか

けを行う場.

3 部長の話

係からの連絡   個々鍛係から学級や班0姿をとらえ、伸間を認め

教科係の話    たり励ましたりしながら、より高い姿を自分たち

日直e議     のヵでめざしてしヽく場.

委員長の話

4 先生の話    生徒の活動に目を向け、認め魏ましていく.握任の    、

腰 bゝ や学級経営の方向を与える。

―等唯2-
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ｋ
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Ｓ
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。
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ｋ
て
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ご
ノ
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書
Ｄ
長
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叶
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学緩活動 年間の見通 じ

ri

嘉クラスの活動を核に した,行事

存の感情を育てる。

指導の重点

新 しい学年 ,学級で伸聞とともに

成長 していこうとするやる気をひ

き出 し,集轟生活における基本的

な生活習慣の確立を図る。

グループの活動

を活発 :こ させ ,

グループ活動鋳

震を高める。

一学期の活動を

振 り返 り,多い

プやクラスの威黒

・繭 をみつめる。

計画に従い,規

律ある生活の中

で,自律心を育

てる。

生活の リズムを

とりもどさせ,体

育祭の取 り組み

から学級意識を

高める。

核 とな る

行 事

組
織
作
り

学
級
び
ら
き

遠 修
学
旅
行

（
三
年
）

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

キ
ー

ン
プ

（
二
年
）

申
体
連
大
会

期
末
テ
ス
ト

擦
育
祭

や りき る

活   動

う

動

す

動
‐
だ　例履％レ

摯活

１１燿
爾
閉
И
％
η
　
御

ノ

つ

活

一分前着席

清掃

目 麗

環境美化 バズ学運雪 轟活参鰈 夏の課題

力 作

学級澤標づくり

夏休み鋤計画

係活動

毒言奮
     クラスマッチの

撃雛遍量鼻り  修学旅行(3二
グループ決め  1自 然の家 (1年 )

キャンプ合宿簿

1学期のまとめ ‐

学習への動まし

一分前着席

清 掃

昌 直

露学鑓の圏標

2学期学級活動

の計画

体育祭の取 り継

み

一中14-
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10 12 2 3

や学級活動を通 1/て ,ク ラスヘの所属感を高め,共 個やグループ,ク ラスの高まりを認め,そ のよ

さを学び合い,共存の感情を育てる。

新 しい係で,ク
ラスのFan題 を理

らかにし,ょ り

活発な係活動を

させる。

文化祭の取 り組

みを柱とし,学

級の団結力をよ

り高めていく。

二学鶏の活動を

振 り返 り,グル

ープやクラスの

成果や課題をみ

つめる。

マラソン大会の

取 り組みを通 し

て,学級の団結

力をより高めみ

日常活動を見直

し,壼や係の活

動を活発にする。

よさを認め励ま

し合う中で,一

年間の成果 と課

題意識を智慶る

自
然
の
家

（
一
年
）

組
織
改
選

文
化
祭

期
末
テ
ス
ト

・
マ
ラ

ソ

ン
大

会

カ

ル

タ
会

三
年
を
送
る
会

学
級
解
散
式

係 活 動

文化祭の取 り組

藤ろな
′

後期学級組織作

り

グループ決め

学習への動まし

バ群 覆肇

・わからないと

ころを教え合
い動まし合う

学習

・期末テネ トヘ

の取 り組み

溝 撮

冬休みの計画

2学理のまとめ

グJ1/― プ

冬の課題

冬 トン参加

新年鈴抱負

3学理学級活動

の計画

冬 トン・マラソ

ン大会への励ま

し
l

グループ活動

送る会の取 り組

み

。期末テス トヘ

の取 り組み

係や壼 ,ク ラス

で成果と課題を

見つめる

学級のまとめ

(文集 =お Eljれ

会 )

:

3学期のまとめ
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平成元年度 研究構慧

学校教育薩綴

研究主隠

額 う生徒畿

研究内容
研究仮説

研究の場
研究の観点

実力のある民主鋳警実畿人鋳育成

饉かな学力を身0こ

つける生徒づくり
豊かな人間性を身に
つける生徒づくり

たくましい心島せ
身につ :す る生徒づくり

共存の喜ぴを持たせる集臨づくり
***互い:こ轟まり合う学習集圏づくり***

○響1間 とのかかわ りの中で、めあてを持ち、意見を出し合い、高ま

り合つていける生徒

○仲間の活動に目をとめ、励ましや厳しい注意をしながら、仲間と

共に高まつていける生徒

ofth間との活動を通して、自分を見つめ、自分の力で考え、判断し

ていける生徒

Oグループ活動を核とした学級活動を位置づ:す ることにより、共存

の感情は育つ。

の生活環境 。学習環境を整備することにより、共存の感情は育つ◆

③
霧源懲霧種喜奪P東

をつくり出し、実行してい<こ とにより、共

Oヽズ学習を位置づけることにより、共に学ぶ意識は高まる.

教
l研

~§

量曇馨i政菫 Ittil豊量霧畠畠彗凛風b`る。
⑬教科内のパズを位置づける.

学年研―
I曇
馨壼懇薦警邊響驚ギ星冥蔓i‡

言旨。道徳

―中 18-



研究の経織

研究推進委員会

全横研 <教科 ,生バズ>

学び合 う力を育てる

事  |: 貢I:釜 :季
車電らかに

ひびき合う学級集団づくりのために かかわり合う力を育て

|:|::::な :客 :究喜喜薯言墓籍iヾ
:書姦

ろ
学
年
研

全校研の持 ち方

○(重理:重貢言霞ょII重量曇L皇重
朝)錢表

○ 各教科年少なくとも1回教科研 を持つ。

○ 「 学年研 Jでは,「 月ことの活動計画表 」をもとに,月 の指導重点を確か
め合い,小委員会の提案や資料を土台に,指導内容 ,方法を研究 し,生徒の

活動の活性化を図る。‐

―中 1,一

校内研究会  1 教科主任会

学習部  月爾極 生活部  月目標 健康部  月圏燻



饉 議 科

一人一人が曲分の最轟 警参曝げ .轟

狡懸磯炒巡
圃  国識群 における共存鋤喜 び

・互いに意見や考 えを交流 し合 う中で、伸鶴 と共 に新 しい護 みの世界 に入 る

こ とので きる喜 び t組互追求の喜 び ,

・上 い に教 え合 う中で仲間 と共 に自分の足 りない点 を覆 うこ とので きる喜 び

(相互補強 の喜 び 〕

・互 い にア ドバ イス じ合 う申で、伸間 と共 に菅議 t鍮 読 )な どの上選 が評価    ヘ

で きる喜 び (相互助冨 による上選の喜 ぴ ,

囲 圏識群で とらえた学 び含し`の轟 番 と、臨 う学 び含いの要

111学び含いの襲 さ

。ひ とりの意見で終 って しまうこ とが多 く、あ とにつなが るこ とが少 ない .

。自分 の考 え をもって主張で きない .

・学 力の轟い生徒の意見 に支盤 されやすい .

・集団学書の もつ意味 が十分理解 されてい ない。                ^
・挙手 して意見 を百わな くて も理解で きれば よい とい う考 え をもつ領向が あ

る。

爾韻 う学 び書 いの要

・多様 な考 え方がで きる.

。主体 的かつ意欲的 な取 り継みがで きる .

。伸 FHlの 意見 に耳 を犠 けなが ら自分の考 え を一層糠
'上

げ るこ とがで きる.

・伸 FHtの 意見 に対 して疑間 をもった り、買威や反対の考 え を述べ るこ とがで

きる.

・気軽 に議せ る寡踵気 をお互いに大切にで きる.

圃 盤 う学 び含 いの要 にせ 量るために

餞:象薬 の覇道化

・単元構想国 にかかわ るこ とを書 く.

・生徒の意見 の中には、不時に直接かかわ る中心的な もの もあれ l■

‐
、側面的    ヽ

な もの もあ るが ,そ れ ぞれの重見が 1時 FHtの 授業の中の どこか に位置付 く

よ うな配慮 を してい く (毅 書計画、指導素 な どで ,。

。多種多様 な意見 に対懸で きる教帥の多角的な教材繊究 を進 めてい く.

・教材指導計曲表 を作成 し、見通 しをもって授業案 を考 えてい く.

「1120-



日 菫 轟 万 議 の 政 響

01問 1答式 か ら 1間多 答 式 へ 、発 Fntの ェ 大 をす る .

・ 授 業 の中 に評 優 活 動 を と り入 れ 、生 徒 自身 が 自己 詳働 しなが ら意 欲 をも っ

て授 業 に取 り難 む よ うにす る .

・生 徒 の意 見 をつ な げ た り鷹 げ た りす る役割 を教 師 も積極 的 に果 た して い く。

翻小 集 壼 の生 か し方

・学 畿 集 自 の 中 で は還 慮 して 発 百 で きない子 を小 集 置 の 中 で 議躍 させ る t発

表 させ る ,

・ 多 様 な考 え を学 畿 で練 り合 う前 に小 集 団で議 し合 い 、 あ る程度 の レベ ル ま

で読 み と りの質 を高 めて お く .

・ 授 業 内 に お け る相 互 評 価 の場 と して 小 集 団 を積 極 的 に活 用 して い く.

。暗 曜 や 苦 読 (朗読 )な どの環 書 の成 果 を確 か め合 う場 と して活 用 して い く.

・ 謹 べ 学 習 な どで 協 力 して 覆 い合 う場 と して活 用 して い く.

・ 作品 に対 す る第 一 次 懸 想 tま たは第 二 次 轟想 夕 を交流 し合 う場 と して 議 用

して い く.

饉 護 材 積具 0工 責・

・ 教 材 を精 選 し、重点 的 に数 って い く.

・ 生掟 の ノ T卜 か ら教 材 資 料 を発 機 す る.          
ゝ

覇 轟 科 教 科 経 営 案
―一― 壁議

―
テーマ

ひと,ひ とりが自分の世界をひろげる議みの難導

菫

i

「
護

=撼

錆尋終ってしまうことがI Fl墓二
=て

召「
翼嘘真:葬藁震群奪轟

多 くあ とにつながることが少ない. :|・ 箸観で学ぶ こ ||・ 菫体欝かつ重歓的な壇 り選 みがで きる。
・ 自分の考 えをもって三tt‐きない。 長  との菫議 をわ 門

・ 押犠 の意見 に耳 を餞 けなが ら、自分の考
・ 学磨の轟い生撻参重見鍾支饉 されや :I か らせ る  1: えを一議ぼ サ上げることがで きる。

ずい.             !1。 撃一時欝 にお ||・ 押間の意見に対 して疑間 をもった り賣鷹
。纂理学書の もつ重舞が十分理解 碁韓 :i 撃る稜料バズ :i や反対翁考え を達べ 曇ことがで きる。

ていない.           !| の値置付け  li・ 気種に誌せる寡囲気をお主いに大切にで
・季手 して三見 を百わなくて も、理解 |         | きる.

できればよいと考える餞向がある。 |    :    L― ――

「

碍 審 落
亀足義 つ く

をとめなが らノー トつ くりさせ る、そのための万乳
・ ノー トつ くりの時間 を十分薇儀するための工夭 .

く字ぴ合い , ・ 教購によるオ リエンテーシ 露ンの内容 .

・ 意図的な教科鋳バズのあ り万 .

・ 豪要肉詳餞のあ り万 e

・不Xに飾 してことばやX軍嚢現にこだわ撃ながら作轟を深く議み燿ら昔も万議. くこ
のことば (叉奪轟場夕からこんなことが綾 る》というようだ裁科書の一事一旬に国

―中 21-



|、 |

i ヽ |

皐 瓦 構 饉 図 (教材 指 導 齢 鐵 嚢 ♪作 成 鍾 轟 た って

第 1時 第 2時

轟簿
織鶉
一轟
鐘

学

習

典

容

（ノ
　
　

ザ̈
　
　
・た

力

嚢
劇
　

鑢
藤

アオとランがいつものように

帰ってこないことに対する牧
場の人達の様子や気持 ちを読
み取 らせる

アオとランがいつものようこ
帰っ

。
でこなもヽことに対する数

場の人達の様子や気持ちを理
解させる

・漢字テス ト (P.42～ P。 43)
・第 豊段落の指堪音議 (2爆 )

。第 1最落母議轟取 りを交濾 じ
合う轟 〔グループ・争億 )

・本時にかかわる学習のまと轟

|

(表現 )・ P.42L.3の「…… J

が人 々の不安な気持
ちを表れ じている。

※ くメズによる評価》
(理解 )・ P.43L.4「 さがしに

行 くか」の部分か ら
人 々か本当に心配 し
てし`る繊子を理解さ
せる。

※ く教師の発間による
評価》

[封比 1「 あいつ、の
A′ び争ヒ′てるからな
鳥 :

(言語事項 ) P.40 1.3F蓋難ず戸
義 _プ マ ス | は連続
じて議|ま せる.

※ 《一斉及び指名によ
る音議評価》

・仲間の音議を聞いて、本読み
の総複曹をし合う姿

・積極的な発表を通 して、牧場
の人達の気持ちを分かり合 う
姿

~犠
潟攣だ

。
電感 リ ワ

軸 聞ごと
の教材指導種
様

←単位時間ごと
,の学習項覆を

授業舎流れに
そっで麟条書
きに :ノ ま

=も
命

← (表現)(理
解)(言議事
預 ゝ ― o』蒔掛
痰 ノ 弯 0職 畿

に″ノ鬱・毬、 で
オιぞれ、生徒
違つ iナ たい力
を示 したもの

本時の学奮内
容にかかわっ
て教舗が顧つ
学ぴ含いの姿

・漢宇テス ト(P.40～ P。 41)
・音議糠習 (P.40～ P.43L.5)
。新出漢字練習
新轟漢字 を使 った轟語づ くり
ノー トづく リ イことばここだ

わ りなが ら第 1段落の感想 を

書 く)

《表現 )・ 第 1駿落母音議がす
と 中 費 鷲 も ■
リ ソ リ tCヽ ′●

t騨 ノ

轟情を込めて会議文
が高読できる。
《グループ内評機
去話が達むにしたが
ってますますアオや
ランのことがj心配に
なってし`く人 の々気
持ちが読み取れる.

≪教師の点検による
ノー ト評齢

(言語事覆 )・ 新墨漢字
事 .尾、支 )

た熱語づくり
く挙手発言 :二 よる評
価〉

奮読練習の とき、相互に正
確さを指議 し台える姿
熱語づくりの発表を通 して
互いに通とばの世界をひろ
げ合う姿

ごぶy

を使っ

平

び

の含

姿 も`

一中 22-

璽



塞 議 科 義 お け るパ ズ 学 警

|バ
ズの種類

|バ
 」ズ の ね  ら しヽ

|

バズの方法

舞習 し合う

確かめ合 う

発表 し合う

教え合 う

・場面を分握 し、難議練

習をさせる (互いに動

言 し合う)

・暗唱 (古文、湊文、詩

短歌 .俳句など)の戒

果を相互に難かめさせ

る

・漢和辞典。国語辞典に

優れるために、経互に

出題 し合った語旬を弓:

かせる

・漢字の諫習成果を相互

に評価 させる

。昔読 (菫読 )繰奮の成

果を選互ミ評儀させる

護べ学習 (意味調べな

ど)の内容を華認 しな

がら互いに不足分を補

わせる

‐器青場面を考えさせる
。教欝からの意図鋳な轟

題を解決させる
・文章の組み立てに目を

向けさせる

驀理
対人法

峯
ダ

|.:QIザ
~ダ

:●二:丁 1~法

霊墓≡褒
輸番法

曇墓法

|.l。 |り
~ダ

:bす丁:―
法

霊≡壼菫曇嚢法

・朗読の仕方について互
いに長所や欠点を握機

じ合う.

・正羅さをチェックし、

あとで相互に指撞 こ′合

う. ´

・発不さ幹た識電を少 し

でもはやく馨Iく (壼内

養議籠鷺)

※はやく弓:け た順に評価

していく

・正盤に漢宇ガ書けてい

るかどうか確かめ舎嗜

(正解数を評価 してひ

く)

・適度な速さで句読魚こ

気を付けながら音議す

る

・不足 している点を協力

L‐て構う
。議べ方の方法やこつ通

ついて教え合う

‐言奪ハ意にかくされた

心情を丁寧こ読み取る
。根拠をもって自分の考

えを主張する

練 り合 う

tバズの議選 )K君 がたまつかねた気持ちになった理由を考えてみょう
ξバズの中でね らいたぃ学び合いの姿 )こ の場合の理由は 1つや 2つでιまなく、いくっ

も考えられる.グループで話 し合うことにょ って、多角的に理由を考え

(方法 )

ることの大切さを学び合う.

リーダー法

― 中 23-

【実践罰】 単元毬 く文学の楽しみ》 教材『ひと声菫 .



社会科

肇 徒 が 生 き 牛 き と と り く む

批ヒ会 季準芋旨 義事 を 要驚 め て

一――一人一人の見方・考え方を広げ深める指導のあ り方一――

社会科における共存翁喜び             、

仲間 との開わ りあいにより自分の見方・考え方が広げ深められた時、社会
科における共存の喜びが生まれると考える。具体的な姿でいうと、バズゃ全
体での議 し合いに積極的に参加するなかでの発言や、授業中・授業後のノー
トに FOO君 の発言で、この事件が起 こった理由はこんな方向か らも考えら
れることがわかった。J「 ぼ くも○○さんと同 じ意見だったが、理由が一つ
しか見つか らなかった。でも、○○さんの意見を聞いていて、あのことも、
理畿に挙げることができることに気がついた。J「バズをしていて、oo君
と意見が合わなかったけど、事実を挙げで説明 したら、ぼ くの考えをわかっ
てくれた。Jな どの表現があられてくることである。

獲≡
社会科でとらえた学び合いの弱さと騒 う学び合いの姿

(1)学 び合いの弱さ

・予課発表を しようとする生徒が少なく、他の生徒の予課発表を聞こうと
する姿勢が弱い。

・ 一斉学習で、事項の確認などへの挙手は多いが、考えの発表 となると消
極的である。また、聞く方 も、仲間の考えを自分の考えに取 り入れで、
広 tf深めようとする姿勢にとぽ しい。

・パズ学習でも、素直に自分の考えが発表できない生徒が多い。聞き手の
態度 も消極的なことが多い。

(2)願 う学び合 いの姿

・ 自分な りの事実認識をもとにした積極的な予課発表ができ、自分の考え
とくらべて聞 くことができる。

。一斉学習で自分の考えを積極的に発表 し、仲 FE3の 発表を真剣 に聞き、た
がいの考え方のちがいに気づき、見方・ 考え方を広げ深めることができ
る。

・教科内バズで自分の考えを発表 しあい、事実を正 しく認識 した り見方・

考え方 を広げ深めたりすることができる .

一 中 24-



願 う学 び合 いの姿 にせ まるため に

(1)授 業の構造イヒ

基礎・ 基本事項を明確に し、単元・各単位時間の目標 を進切に設定 し、
各単位時間の関連 を現確に した単元構想図を作成 し、教科内パズが位置づ
いた学習過程 を工夫する。

(2)資 料の工夫

提示の方法を含め、興味・ 関心 を喚起する資料、見方・考え方を広げ深
める資料 を工夫する。

(3)課 題の工夫

各単位時間の 目標に直結 し解決に意欲的に とりくめる課題を工夫する。
(4)教 科内バズの充実

追究 に値するパズ課題の工夫 をするこ

課題 に対 して 自分の足場 を持たせ る工夫をする .

一人一本が認められるパズの工夫をする.

一 一
二 社 会 利 卜 覆憂 究 テ ー マ

生贅が整:き生きととりくむ社会科指導を求めて

一―一 一人三燕房琴卜 考え方を広げ深め碁指導のあり方 ―――

し σヽ》覇覇さ う 増率こメモ卦い

事項の確霧などへの挙手は多いが

考えの発表となると漠極的である.

また、議く方も、仲間の考えを自分

の考えにとり入れて、     よう

とする    しい.

て だ て

1_        ヒ

2.資料の工夫

3.議 二夫

4_教科内バズの充実

自分なりの事実認識にもとづき、

積極的に発表し、仲間の発表を真鋼

に麗き、たがいの考え方のズレ・ち

がいに気づき、見方・考え方拡 げ

深めることができる。

1.         ヒ

(1遇鋼駐・
―

を

明確にして、単元・

各単趣瑠藤の目標を

議 こ数

(2)各単位時間の麗連を

明罐にした単元構想

機―
(勢教科内パズが位置づ

いた    二夫

2.督群黎D漱
提示方法もふくめ

(1)興味・爾心を喚起す

る勲 獣

(2)見方・考え方を広げ

動 る鋤 獣

3.議翻騨)三甦夫

(1)各単位詩間のねらい

に直鮭する課題謗工

夫

(2)鋼鋼ミ曇動 0こ とり

くめる課題の工夫

4.教科内バズ

(1)追究に饉する

ノヽ       ]Eジ篭

(2琵郵鞣刷轟場を持

たせる工夫

(3)嶽爛 機

られるパズの工夫

一 中 25-



回 尊衰爵賦麗劉観或にあたつて

闇

醐 となり得            あらましを理解させ、わが国で最大の
工業地帯の今回ある姿と共に、移り変わりりつ緩        など、特色娩

経営と今後の課題の画面から考察させる。

第 1時 第 5時

学

習

内

容

《関東地方鍛筋置と自籍
日本列島のほぼ中央に位置し、江
戸幕購の成立とともに騨 機

が集申してきた。日
本‐つ闇薬平野をまわりの出地が
甕む。太平洋澤式気候である。

紗
君津同通まで進み、工業専用の千
葉鑓鴻J識いこして藤癬轟聾認曹請と
呼ばれている。     翁生活は
もはや見られず地域の人 鍛々暮じ
鐘大きく変わつている。

学
ね習
らの
しヽ

騨講馨彗趣拶5カ       、 ]験議諸g聾甕黎整
となり首都圏となるまでの経退と
意まれた臨然条件を理解させる。

新圏       轟によって
大きく変化した君津市を例にして

実態を地域の人々

鍛奎像疑顛掛 ら理解させる。

←単
時
面

賄
京
・た
考い
え
方

熙十に占める大きな平野が、江戸
き喩層覆蕃とな

つている。

工劉憲制ヒによつて、地域に住む
人々の生議や考え方もそれまでと
比べたとき、得たもの失つたもの
購 ある。

中
心
と
な
話
題
と
資
料

・潔轟藤藩襲換 圏
・

燻 ゲ 〉 奪 曜 聾

(課)   に紅コ鵞彗勢 して
いる理由について考えよう。

・ 麗 霞 受 ゴ 華 覇 賭

・ 1覇覇 剛 曜 夢 ぼ

・新麗ゴ霧難諄騨師蒔真
,難評鼈鐵療まと後醐
(課)製鉄所の設立欝と後では

君津の町はどう難 ヒしたか考え
よう。

・1豪申市の超 、難
グラフ

・地域の人 の々議 (テ ープ)

・はまぐり勢碑の馨文

課
考

壕
鍋
畔
鰐
姿

製鏡所の設立欝と後の君津参町の

翼 ヒを、種な魏攀鶉 らゝ種鶴的に
とらえようとし、人々の生活の変
化について考えていくことができ
る。

ど
望

‐   の国攘

元目標にもとづき本
でねらう知識 。理解   、

iを中心としたねらい

‐課題をうみだす資料

機

←課題について
考えるための資料

こついて
どういう進夢脚嘱纂を
望むか

(作成の工夫)単元副議 単麹議轟 育てたい見方・考え方から、
単元の中核となる授業 (この単元の場合、全6時間中筆5時)を想定し、
そ購 奄必然をする     を作成|した。

― 中 26-



社会科におけるパズ学習

実践擁 (広げ深めあうバズ〕

例 l.地理 (関東地方 )

繭 関東地方に人理が集中している理由

・広い関東平野 東京湾
→京浜・京葉工業地帯

・太平洋岸式気候
一一―多面的な理由を出しあい、

、  例 2.公民 (独立 した地位をもつ裁判所 )

・江戸幕府・明治政府
↓

東京の発展
総合的にまとめていく.

~      課題|こあような琴由で那須さ

～

が有罪三整?夕 |_年 聾?セ )下
どう恵丁司

・仕方ない        ←→・ぉかしぃ
家にいなかったと自由     アリバィを完全に覚えるなんで少ない
98.5%確率で被害者の血液   残り 1.5%の確率がある

などなど
一―一対立したら、各々が根拠を出しあい、考えを広め深めあっていく。

― 中 27-  ″

バズの種類 バズのねらい バズの方法 留 意 点

確かめ合う

バズ

予課、持ち物の確認や、
資料集の演習など
基本的事項を確認する。

::_ゲ _雄  調 :A辻

確認する内容により、
リーダー法、対入法を
使い分けていく。

広げ

深めあう
バジゼ

課題追究の段階で課題に
対する個人の考えを
交流することにより、
一人一人の見方・考え方を
広げ深める。 輪番法 自由会議法

最初の各人の発表段階では
学習 リーダーが司会で
輪番法で進めるが、
考えのズレ・相違がはっき
りしたら、自由会議法に移
行 t/て いく。

練習じ合う

バズ

ベア、またはリーダーを
中心として問題を
出しながら、
知識・理解を促進する。

対人法  テス ト法

知識・理解の内容により、
対人法、テス ト法を
使い分けていく。



数 学 科

基礎 鬱基本 を定着 させ る授業勢研究

回 数学科における共存舎喜ぴ

・友達嚇意見を自分の考えと比較 しながら聞 くときの喜び

・自分翁意見をバズや全体の中で発表 したとき勢喜び

・補強バズなどの中で、教え合いや助け合いができたときの喜び
。仲間と共に、課題解決に達 したときの喜び

回 数学科で とらえた学び合いの弱さと、願 う学び合いの姿

(1)学び合 いの弱 さ

・課題 に対 して深 く考 えようとせず、諸めやすい。              t
e自 分の考 えが持てず 、伸間の意見に流 されて しまう。

・教 え合つた り、質問 し合 つた りして仲間同志で高 まろうとする姿が弱 い。   
ヘ

・既習事項 をいか して、課題解決 に取 り組めない。

・一つの考 え方が出ると、それで満足 して しまう。

(2)願 う学び合 い舎姿

・課題 に対 して、足場をもつて粘 り強 く考 えることがで きる。

0自 分な りの考えを持 ち、仲間の意見 にも反応で きる。

・仲間同志で教 え合 つた り、質問 した りして学習で きる。

・既習事項をいか して、課題解決 に取 り組むことがで きる。

・ いろいろな考えを出 し合 える。

回 願 う学び合 いの姿 にせ まるため に

(1)単元構想 図

・毎時間ごとの授業過程を明確 にする。

・単元の第一時・授業の導入部分 で、既習事項を明確 にす る。

・効果的な予習的課題 を設定 す る。

―牛曖8-



(2)指導過程の工夫

・予習的課題を位置付 ける。

・ね らいに即 した素材選 び 。課題の工夫をする。
・小集理学習を位置付 け、基礎基本の確認 と相互援助がで きるようにする。
・本時における理解度 をチェ ックするための、自己評価活動の工夫をす る。

(3)小集理の活用

・全体の場では、

発表 させる。

・相互評価の場・

・パズのね らい、

(4)教材教異の工夫

・興味関心を高める工夫をする.

・効果的な授業への工夫をする。
・思考を援助する工夫をする。

数学科教科経営案

――…… 数学科研究テーマ

自信がなかった り遠慮 して発言で きない生徒 を小集団の中で

相互援助の場 と して小集 団を積極的に活用す る。

内容 、全体の場での発表の仕方を明確 にする。

学び合ヽヽ0覇さ

課題に対して深く考えようとせず、
締めやすい.

自分の考えが持てず、仲目の意見に
流されてしまう。
教えあったり、資F・lしたりして仲蘭
同意で高まろうとする姿が弱い.

既習事項をいかして、課題解決に取
り組めない。

研究内容
1、 撃元構想図

。毎時蘭ごとの授業過程
の明磁化

。既奮事項の明確化
・勤果的な予習的課題のあり方

基礎基本を定着させる授業参研究

1、 単元構想園

2、 教材、教具の

工夫

3、 指導過程のエ
夫

4、 小集団の活用

1、

2、

3、

4、

3、 小集団の活用

・場に応じたパズ学習の設定
・バズ内容の明確化

藤う学び合いの姿

課題に対して、足場をもってねばり強
く考えることができる。
自分なりの考えを持ち、伸間の意見に

も反応できる.

伸蘭どおして教えあったり、質問した

りして学習できる。
既習事項をいかして謀題解決に取り組
むことができる。

2、 教材、教員の工夫

・予習的課題の位置づけ
・適切な課選の工夫
・小集園学習の位置づけ
。自己評価活動の工夫

4、 教材、教具の工夫

・興味醸心を高める工夫
・ 効果的な授業への工夫
・思考を援助する工夫

―中2,一



轟
単 元 構 想 図

単元名  文字の式

単元霞攘

つけたもザ〕

lFF成 について工夫・離慮したこと

予課で既習の基礎・ 基本事項が洗いだされることと,

を題梶にどう関連づけるか考え,作成した.

１

　

２

文字を使つた式のもつ動きや,その表し方の規約を理解さ警るとともに,簡単な場合について

計算の原理を明らかにし,必要に応じて,文字を使った式を用いたり,爵 l・ 算したりできるよう

にする。

数量や数量の関係が,一般的ここ,かつ,輸潔に表現できる力

数量や数量の間の間撼が,形式鋳に処理できるノ』

表    竃夢…   こII    と

って式tこ表すことに颯れ,逆に文字

のような数量を表しているのかがつ

うにする。

う数は

3+2

いう劉婁ま

5+□ X2+4

数をa,上 の位の数を bと すると p

整数 tま 103+bで 表せる。

のなし3個と 1個 b円のもも5個が

のとき,次の式は何を表しているか

,bX5,aX3+bX5

長が at・n,弟 FJf b編 のとき,その差

式を求めよ.

かごに,301■Iの りんごをb制つめ

つた.い くらになるか。

ラスで,男子:ll人 ,女 予ll人います

は何を表してしヽるか。

た式が作れなりので,言葉の式を

,どこが変わっているのかを見つ

ことができる。

本時に習得されなければならない基礎・基本

:ヰ :多 0-

ぐ一  本時のねらい

本時の学習lAl容 に

ぐ~ 
間わる既習事項

←

本時のねらいに進る

ための課題

本時の目標が達成で

きたのかを評価するた

めの練習問題

本時の学習I勺容に

関わって教師が

瀬う学ぴ合いの姿

五藁 数  量  を  文  字

文字を使って数量を式に表すことができる.

一辺が正方形に並んだ碁石の全体の個数を

求めよ.

一辺が3鐵のとき,一週が4個のとき,一

運が5個のとき。

一辺が5個のときの全体の個数の求め方を

書く.

下の国のように正方形に碁石を並べたをき,

00・・・ 00  全体の個数を求める式もま
0     0
。     ・  どのようになるか。

○    ○
○○・ 。・○○

①碁石を右の図のように

正三角形に並べる.

一通の碁石の個数をa

として,碁石全体の爾

数をaを贅った式で表せ。

¬雪  壕

文字を使っ

の式がどの

かめるよう

32と いう

圏X3

である.

524と い

口X5

である。

十の位の数

2け たの整

1個 a FIの

ある。この

aX3,

①兄の身長

を表す式

② :L円 のか

て́もらっ

③あるクラ

111+ilは

文字を使っ

作らせたり

け,考える

典

嵐___ふ

② l匹 50間の金魚を:l匹買って50()l「fの

金魚ばちに入れてもらった。いくら払った

らいいかIIを 使って表せ。

全体の翻数が求められなかったり,言葉で式

が衰せないので,予議にもどって考えたり,

一通の個数という言葉を使つて式1とができる

轟

標

予

露農爵

題

な域
´

臨

己

漂=群

:醸r

を証壼

動

願
う学
ぴ合
い
釣姿



涯∃ 数学科におけるパズ学習

実践魏

2年生  「 2角が等 しい三角形は、二等辺三角形であることJの証明

バズ鈴課題 (1) 教科書の証 lIXができるように

なつたか確認する。わからない人

がいたら、教え合う。

D

(∠ Aの二等分線をひいて )

バズの種類 バズのれらい バズの方法 留意点

確かめ合う

(確認バズ》

予栞 `持ち物の確認、既習事項 ‐復習的課題

の答え合わせや確かめを し、課題への共通な

足場をつ くる。

リーダー法 対人法

圏 囲
既習事項のうち、本

時にかかわるものを

特に確認させる。

′見つけ合う

(発見バズ )

予課の内容について、疑爾な点を交流 し、課

題をつ くる。

リーダー法 自由会議法

圏 圏
時間をかけ過ぎない

ようにする。

深め合う

(探求バズ )

課題に対 して、優人で考えたことを交流 じ含

い、考えを修正 したり、深めたりする.

輪番法   自由会議法

圏 回
自分の考えを、全員

発表する。

練習 し合う

(練習バズ )

リーダーを中心に、日題を出 しながら学習内

容の知識・理解を促進する。

対人法   テス ト法

囲 圏
ペア練習も取 り入れ

るようにする。

教え合う

(薔強バズ )

わからない点を出 し合い、教え合うことによ

つて理解する。終末の自己評饉問題で、不明

な点を教え合う。

リーダー法 自由会議法

囲 圏
Fゎ からないJと 言

えるグループの人間

麗係をつくりたい.

11ズあ方法)リ ーダー法か ら自由会議法へ うつる。

Otズの内容)グループ全員ができるようになつた
のか確認する。できない人がいたら、

証 lIJjの 進め方を中心に教える。

バズの課題 (2) 「他の方法で証 llHで きないだろうかJ考えた後に、

自分の考えを交流 し、証明できるかどうか探求する。

輪番法から自由会議法へうつる。

(ア )点 Aか ら、BCに 垂線 をおろす。

(イ )点Aか ら、BCへ 二等分線をひ く。

(ウ )与えられた図のみで考える。 (△ ABCと △ACBの 合岡を考

える。 )‐ の 3つ の考えを出 し合い証明可能かどうか探求する.

‐中31-



理科
換
科
ノ

ノ

く

ヽ

づ政
畿
蒸

懇
翼

キ
ソ

ふ
ボ

生難糠生
ヽ

え考てつ
持温

電
纏襲

1 理科における共存の喜び

自然の事物・事業を解き明か したとき、その生徒にとスて自己充実感が持

て、 さらに理科学習にたいする興味や関心 も増大 してくる。 しか しなが ら授

業過程において、 自分自身で課題を見つけ、追求 し、事物・_事象の規則性を    ヽ

見いだすには、困難な画がみられ るのが現状である◆ 当然のことながらそれ

らの認知的麗面 を支えるためには、様 々な既習事項や生活体験におけるいく

つかの情報収集が必要になつて くる◆ その手だてと成 りうるものが仲間であ

る。 共に見つけ、共に探 り、共に見い出した時、 自分自身の自然を見抜 く力

が養われ、 充実惑へ とつながつていく。 このことが理科における喜びである

と:考 える。

匡I理科で とらえた学び合いの弱さと願‐う学び合いの姿

(1)学び合いの弱さ

・自然に対す る興味関心はあるのだが、断片的知識を求めるにとどまり、

根拠 を持 つて追求する姿勢は弱い。

・結論 を早 く知 りたが り、違求の過程を大事にする姿勢に欠ける.

・受 :ナ 身の授業とい う様子で、与えられた定型的な課題はよくやるが、追

求的課題では話が進まない。

・人の話 を聞くなかで、 自分の意見 と照 らし合わせなが ら練 り合わせ る力

力ゞ現E:い .

(2)願 う学び合いの姿

・自然の事業を的確にとらえ、「なぜそ うなるのか Jと いうことを、事実

から、 自分な りに根拠を持つて考え、予想をたてることができる。

・考え、予想を出 し合い、伸間の中で相互に検討し、 自分の考えをより深

めることができる.

。実験や観察 をみんなで分担 し、一人一人が役割を持ち、相互に協力 して、

正 しくや り遂げることができる。

・結論だけでなく、実験や観察、話 し合いの過程を大切にすることができ

る。
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回 願 う学び合いの姿に追るために

(1)震菫 と目標のある学習
・単元の初めに、 この単元で「何を、 どの様に」学習す るのかを、生徒に

も明 らかに し、学習の展望 と目標 を持たせるようにす る。
(教簿→単元構想図の作成 と検討 )

(2)課題 と学習方法の明確化
・事象提示の工夫、予課の工夫などで、課題を生徒自身が明確につかめる

ようにする。
・課題の設定 と目時に、生徒自身が「何を考え、何を深め るのか Jを より

具体化 して、話 し合い活動を充実させる。
・身近な素材を用いた、実験・観察の工夫をする。

(3)生徒の活動の活発化
・授業の中で、 よ り多 <の生徒の活動を取 り入れ、特に共通に行 う実験・

観察 (内容の工夫 も含め )か ら、考えを練 り、話 し合いのできるような
場 と時間を保証するように配慮する。

・小集目の活用 と、場に応 したバズ学習の設定をする.

理科教科経営案

~理 科職 テーマ

襲鍵 を持 つて考え生活に生かす授業づ くり

篠録裁無螂

1,指導内容の具体化ヽ

・生養へ学習内容 と襲菫 を持
たせる工夫

・単元構成置の作成 と検討

課題 と学習方法の明理化
生徒が課題をっかむため
の工夫

奮話 し合い活露の充実のエ

夫

'実験 ,議察の工夫

3.生 徒涯議の藩発化
・生徒の活動 内容の工夫
・活動時置と場の饉証 と武琵誕
・小集鐵の藩用 と、場鐘応 じ竜

パズ学奮の設定

憲う学び合 ぃめ姿

自然の事象・事実から、根拠を持って
考え_予想 をたてることができる。
自分の考えを伸間の中で検討 し、深め
ることができる。

・実験・観察 を一人一人が役割を持ち、
相互 健協力 してや り逮げ ることができ
る:

・実験 。観察・話 し合 いの過程を大切に
できる。

― 中 33‐



国 攣元構想画の作成をこあ危
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◎ 作成に際 しての工夫や配慮 したこと

(1)優 々の授業時間での轟開と同時に単元全体でのねらい、授業の構成、単

元の構成が簡明に解るように して、教師 と生徒が学習の展望が持てるよう

に考えた。

(2)課題意識が連続できるように、予習的課題 と本時の課題がつながるよう

に考えた。

(3)学習意欲を高めるために、 身近な素材 を多く取 り入れるように配慮 した。

(4)生徒の議知的側面を支 える学び合いを工夫 した。
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回 理科におけるパズ学習

○理科部にお :す る教科内バズのとらえ

0-漱 深め合うパズ )

。本時の目標 :酸化鶴は炭素と撫難することにより、酸素がうばい収られ、難になる事象を通して還元のしくみを理解させる.

0授業におけるパズの位置づけとねらい

:・ 課題指示後
″
深め合うバズ″を位置づ職 ねらい |

課題に対し懸の足場を確立させた後、その考えを
班内で交流させることにより、既習事項を確認させ
たり、饉 の考えをもとに自分の考えを修正、また
:よ深めさせ、より開

―
を難 する.

①入日:″酸素をうばえば″という考え方だね。
②中味 :伸間の考えと自分の考えを比ぺよう。

モデルを使つてさらに深めてみよう。
①出口 :ど うしたら酸案をうぼえるかを発表しょう。

考える視点がはっきつとし、鰹の足場がより深轟つ
たことにより、強い課題意識を持ち、実酸や考察に
意議を持ち取り紙ませることができた.

バ ズ の 種 類 バ ズ の ね ら い 濃方のズ 真意奮

深 め Jう

(欝 轟 通 求 バ ズ )

・課題に対し、露々で考え
をノートに記述した事柄を
交流することにより、猥人
の考えを修正したり、深め
たりする。

<摯番法> く自由会議法> 最初の段隊は学奮 リー

ダーの司会で輪番法で進
めるが、班の高まりが見
られた ら、 自義金話濃に

移行 していく。

雄 習 し 合 う

(練 晋 バ ズ 》

`知識を効果的に覚えるた
めに、臓まし合いや教え合
いを行い、知識理解を饉違
する.

く対人法> くテス ト法> 学習 リーダーの司会や

指示に従つて、 1対 1や
ペア学奮で行つていく。
一般的にはテ スト法で行
うのが効果的である。

(実 験 “観察 バ ズ )

つヽ
つヽ

ムロ
ム鷲

け
め

つ
か

見
確

・深められた課題を確かを
ものにした りも見つけ出し
たりして、考察場面につな
ぐ.

・器具などを分握する.

くリーダー法><自 由会議法> 実験準難や片付 :サ
・は、

リーダー法によって協力
分担 して行 う,実験・観

察の中では自由会話法で

気づいたこと り予想 との

対比を行 う。

確 か め 合 う

(考察 。まとめバズ )

・実験・観察の結果から、
まとめを錢 り上げ、得た結
装を難の事業に違応させ、
自然の現象や事象を見抜く

<リ ーダー法> 学奮 リーダーの司会で

結果か ら考察 とまとめ を

行 う。 その中で理解 しに

くい部分を出させ、班で

教え・合つていく。

鏡 色総薫 )と金属轟 (鑢色)を菫ごと
本時の誕題を見つけさせる.

酸化された錯を金属の曇にするに難
どうしたらいいか.

。
1目 聾 E遣 観 露

日で考えさせ、足場をつくり、班ごとにバズに入る

:

:蓮仄性つて輪を
l裏聰

わ仏

「押35-



一―舗音楽科

圃 音楽科における共存の喜ぴ

私たち音楽科では、音楽の美 しさに感動 し、自ら音楽美を追求 し、生 き生 き

と表現活動で きる生徒を顧 って実践を続けて きた。音楽の美 しさ・ 豊かさは、

ただ単 に、音楽を聞いて音楽を聞いて美 しいと思 うものだけではない。やや も

すると、私たちの身の回 りには、テ レビ・ ラジオ・ オーディオの普及が進み、

多種多様の音楽に接することができるようになっている中、生徒達は音楽の う

わべだけを とらえ、狭い感 じ方・ 見方で音楽を楽 しんでいるように思われる。

・ 私は、合唱が大好 きです。みんなで歌 っていると気持ちがいいです。得

に、みんなの声がひとつになって、 きれいな合唱になったときに、よか っ

たなあと思 毎ヽます。 (1年女子 )

・ リコーダー学習で、金然 うまく吹けずに、困 っていたらグループの子が

教えて くれました。 (中 略)自 分がまちがえて吹いたとき、グループの子

がカバー して くれたので うれ しか ったです。 (1年男子 )

これは、 1年生男女の音楽の授業についての作文の 1部である。 このように

クラス合唱の中できれしヽに響 いたハーモニー、アンサ ンプルの中で息のあった

演奏など仲間 と共にeljり あげた ものや、その過程におけるグループの申での教

え合い 。励 ま し合むヽなど、生徒たちは「仲間の良 さJを見出だ している。

私たちは、合唱・ 合奏・ ア ンサ ンプルなど自分一人では味わ うことので きな

いクラスやグループの仲間全員での共有の感動体験を多 くさせてい くような授

業を展開 しなければならないと考えてしヽる。

図 音楽科でとらえた学び合いの弱 さと願 う学び合いの姿

{1)学び合いの弱さ

・ 学習意欲が比較的弱 く、ねば り強 く最後 までや りぬ くことができない。

・ 仲間のなかでのびのびと表現で きない。
3 音楽を「好 きJ「嫌い」「 明るい」「 暗ひJと いった表面的な嗜好でと

らえ、音楽の持つ曲趣を素直に感受する力が弱 い。

・ 仲間の中で、歌 った り楽器を演奏す ることはできるが、楽曲の表現の

工夫・ 高 まりにまでは至 らず、そのような感動体験が少ない。

・ 仲間 と共に一つの楽曲にellり 上げていこうとする姿轟Ъヾ 弱い。
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佗〕 願 う学び合いの姿
。 生徒一人一人が音楽の美 しさを素直に受け入れることがで きる。

・ 音楽の美 しさに素直に感動で き、自ら課題を持ち最後 までや りぬ くこと
ができる。

・  自ら進んで生 き生 きと表現で きる。
・ 仲間と共に意欲的に学習に取 り組むことがで きる。
0 仲間の中へ自分の表現を素直に出す ことがで きる。

―一―音楽科 教科経営案

一――― 音楽科研究テーマ

圏 ‐願 う学び合 いの姿にせ まるために

願 う学び合いの姿 :こ せ まるために、音楽科では次の 3つ の柱 〔(1)～ 13))を 中
心に研究・ 実践 して きた.

{1'「主題による題材構成Jの趣 旨をいか した指導計画の改善と工夫
① 各学年の目標やつけたい力が系統的 。発展的に指導できる題材の設定 と

配 列

② 表現・ 鑑賞能力、興味・ 関心 などっけたぃ力を明確に した一題材 ごとの
題材構想図の作成

12)「感動のある授業」への質的な改善と工夫

学び合いの弱さ

学奮意欲のほ震

凛受性の霧さ

凛磁体験が少ない

のび0びと衰環できない

停菫との協力が弱い

(1: 指導錯目の改
善と工夫

12〕 授業の質的改
善

(3' 評価の工夫

―中 37-

願う学び合いの姿

素直に感受できる

課題を持ち最後までやりぬくことがで

きる

生き生きと表現できる

仲間と共に意欲的に取り組むことがで

きる

彗ら音楽の美しきを通求する撃習参あり方を求めて

11:「主遷による避材構成」の趣旨を  0「感職のある授業」への質的な   t31活 勁遇種で生徒の変容を見層け、
生かした指導計画の改善と工夫    な改善と工夫            励ます辞優の工夫

①各学年のつけたい力などを系統的、  ①学習形態の工夫          o効 果的な自己評価、相互評価
発展的に指導できる鷹材の設定

②表現と鑑賞の関連を図った授業   ②援助を要する生徒の見届け、励
0表裏、鑑貧、関心、盤度などつけ                      まし

たい力を明確にした題材構想医    ○視聴覚教材の活用



一一一人一人の生徒に音楽学習に対す る興味 。関心や意欲を持たせ る工夫 ―一

の 学習形態の工夫

② 表現 と鑑賞の関連を図 った指導

③ 視穂覚教材の活用

(3)活動過程で、生徒の変容を見届け 。励 ます評価の工夫

① 学習意欲を持たせ、ね藝いを効果的に達成するための自己評価、相互評

価の工夫

② 援助を要する生徒への見屋けと励まし

爾 題輔構造図作成にあたつて
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il)作 成にあたつて工夫・ 配慮 したこと

の 主題によ儀題材を設定 し、つけたい力を効果的に高め られるようにした。

の 指導 園標を細分化 し、具体的な圏標を設定 した。

o 一単位時間 ごとに、指導の重点 として「 表現の能力」 。「鑑賞の能力」

。「関心 鬱態度Jの 3点を考え、指導する内容を明確に した。

③ 指導内容に対して、適した小集国の学習形態を明記したTPじ
 ‐
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(2〕 願 う学び合いの姿

・ 生徒一人一人が音楽の美 しさを素直に受け入れることがで きる。
・ 音楽の美 しさに素直に感動で き、自ら課題を持ち最後 までや りぬ く

ができる。

・  自ら進んで生 き生 きと表現で きる。
・ 仲 FE3と 共に意欲的に学習に取 り組むことがで きる.
0 仲間の中へ 自分の表現を素直に出す ことがで きる。

―……音楽科 教科経営案

一――一 音楽科研究テーマ

こ と

学び合Lヽの弱さ

学奮意欲の低騒

感受性の弱さ

感動体験が少ない

0び0びと寝現できない

俸菫との協力が覇い

{1,「主選による選材構成」の糧旨を
生かした難導計種の改善と工夫

①各学年のつけたい力などを系捜的、
発展的に指導できる題材の設定

0裏裏、経貧、関心、懇度などつけ
たい力を明瞳にした題材構想極

(1: 指導計国の改
善と工夫

〔a 授業の質的改
善

131 評価の工夫

tal「感撃のある授業Jへの質的な
な改善と工夫

①学習形態の工夫

②表現と盤賞の関連を図った授業

○視聴覚教材の活用

願う学び合ttの姿

素直に感受できる

糠題を持ち最後までやりぬくことがで

きる

生き生きと表翼できる

仲置と共に意欲的に取り組むことがで
きる

131活動選程で生陸の変容を見居け、

励ます辞饉の工夫

O勤果的な自己評儀、相互評饉

②援助を要する生徒の見届け、励
ま し

圏 ‐願 う学び合いの姿にせ まるために

願 う学び合いの姿にせまるために、音楽科では次の 3つ の柱 1(1)～ (3)〕 を中
心に研究・ 実践 して きた。
(1〕 「 主題による題材構成Jの趣 旨をいか した指導計画の改善と工夫

① 各学年の目標やつけたぃ力が系統的・ 発展的に指導できる題材の設定 と
配 列

② 表現 0鑑賞能力、興味・ 関心 などっけたぃ力を明確に した一題材 ごとの
題材構想図の作成

12)「感動のある授業」への質的な改善と工夫

―中 37-
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一一一人一人の生徒に音楽学習に対す る興味・ 関心や意欲を持たせ る工夫 一一

の 学習形態の工夫

o 表現 と鑑賞の関連を機 った指導

Q 視聴覚教材の活用

(3)活動通程で、生徒の変容を見届け・ 励 ます評価の工夫              ヽ

O 学習意欲を持たせ、ね らいを効果 F・」に達成す るための自己評価、相互評

価の工夫

⑫ 援勁を要す る生徒への見届けと励まし

圃 題輔構造図作成にあたつて
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) 員平遍①:頼鋳〕

(1)作 成にあたつて工夫・ 配慮 したこと

の 主題による題材を設定 し、つけたい力を勤果的に高め られるようにした。

の 指導甕標を細分化 し、具体的な量標を設定 した。

o 一単位時間 ごとに、指導の重点 として「 表現の能力J。 「 鑑賞の能力 J

e「関心・ 態度Jの 3点を考え、指導する島答を明確に したo

9 指導内容に対して、適した小集国の学習形態を明記したIPじ
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な観暉雛二多像二降,

雛 噂・

・轟 音楽科におけるパズ

領域・・・ 歌唱、器楽 (リ コーダー)、 鑑賞の 3つ

て実験癬 〉 フ レーズを生か した表現  (教材 ;あ の山を思 い出そ う)

第 2時間日、「 詩の内容、曲

の盛 り上が りを考えた表現を

させ る。 J

→ 小集団 (=)バズ

各グループに分かれ、音の

増減 (0～ 0)、 音の強弱 (

0～0)な どを工夫 し、発表

し合 う。仲間の演奏を聴 き、

この曲に一番適 した表現を考

え る。
①>

σ    ~― ―
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百

美術科

饉
表現す轟喜び卵を懸しと轟ことができ懸授業づくり

国、美衡科における共存の喜び
美衛科における最も純粋な “共存の喜び"と lよ 、言葉のない活動の中で、友達や

教師の存在を空気の中ti感 しながら、互いに高まり合うことができるとき、初めて

感じ得るものと考える。

つまり、この場合、限定された言語による交流を通 し得られる学習活動を中心に     
｀

考えていない、ということである。

美衛科では “共存の喜び"と は、 “皆と同じ"こ とに理属鋳快感を得ることで:ま     ｀

なく、むしろ “彎と違 う"こ とに極饉観を見いだすことだ、と考えたい。これが「

個性」を育てることにつながると信している。                      ヽ

しかし、そういつた状況をつくりだす過程において、小集褻 :こ よる学習効果を見

逃すことはできない。したがつて、互いを深め合う係わりを考えることが大切であ     ^
る。

回、美衛科でとらえた学び合いの弱さと願 う学び合いの姿

総 学び合いの弱さ

・
'自

分の作品を見られた<ない"と いう気持ちが強い。

→自らの「個性」を打ち出すことができていない証である。

他を意識 しすぎ、その中に由己を理没させてしまっている。

互いに高め合う集圏でありたいが、 “積極的な働きかけ"が見られにくい。

い“うまい子、へたな子"と いう決めつけがある。

→作品そのものよりもむしろ「誰が制作したか ?Jが大き<意識の中にあり、互

いの作品の中身をつかみあうことができにくい。

小集団で作品そのものを意識し合うことを望みたい。

総 議う学び合いの姿

・基礎、基本に係わることがらは、互いに注意 し合い、全員が同じ出発点に立つ

ことができる。

・互いの制作姿勢、作品の良さを素直に認め合うことができる.

・互いに言葉を交わすことはなくても、その場の雰囲気の申から灘作する気力、

意志がつかみ合える。

一一
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回、願う学び合いの姿にせまるために
① 題材の再検討

・地域に密着 した、身近な題材を考える.

・ “手ごたえ"があ り、しかも割作の見通 しが立てやすい題材設定を心がける。

・既成のものにたよらず、 “手づ くり"の題材を開発する。

② 指導の体系化

・各題材が 1年～ 3年まで発展 してい<よ うにする。

・技術的高まり、精神的高まりを発達段階に応 して考え、指導のポイントをはつ

きりさせる.

籍 課題の明確化

,単位時間内における課題を明確にし、何を、どのように制作したらいいか、は

つきりつかませるために、題材指導計画を作成する。

総 美術教室経営を考える

・紙作の場 としての雰囲気を大切にする.

・割作の見通 じが立てられるような掲示をする。

・作品の発表の場として、壁画を考える.

羅
研究テーマ

“表現する喜び"を感じることができる授業づくり

一―礎豫露合与端 さ

・自分の熊轟を燿人に見強 くない、はずかし

い、といった鎮海が強く、自由心に欠ける.

・うまし子、へた特 、として互いを紳 X
しまい、傷轟よりも相手の名前で評薔じあう領

向がある。

・互与竃堪びしく颯俸じ機 うとする根気識さに

欠ける。

`す

る。

・J襲轟のも輔 ら
Ⅲ
ず、

り"鋼 を蹄 ら。

1、 題材の再機討

2、 指導の議系化

3、 課豫び募腱化

4、 轟

経営を考える

一―督め1学び合いの姿■一―――

―

――一―…

・基礎、基本に係わる事柄は互いに注意しあい、金

長が同じ出発点に立つことができる。

‐互いの鋼― 、作品の良さを素直に三濤 合うこ

と力で きる

。互しヽこ言葉を交わすことはなくても、その場の雰

囲気のltrJ〕ら、制作する気J夢、意志がつかみ合え

る

―

1、 選構寺再織請 2、     化

。身近な蟻鰺證密着した蓬材を考  ・各題材がlt_-3年まで薙

える。 震していくようにする.

・手応えがあり、しかも制臨   し鼓鮨的高まり、精― ま

通しが主てやすぃ題輔設定を心が  りを発達段階に応して考え、

指薄のポイン :ヽ を:まっきりさ

せる。

3、 課題の明確化

・1騨幡:‐面に基づき、単位

鴫麟野ヽ ほ群する爾 をり難

にし鋼を、どのように翻作

したら いし功導まっきりつ

かませる。

4、 美簿教室経露を考える。

・理作の場としての霧囲気を大

切にする。

・画中 し力,立てられるよ

うな縄示.

・作翻F瀬購賭つ場として黎懸:を

考える。

一中 41-



回、単元精樹図 (    )作 成にあたつて

1年 自:然物、AInを基にした構成  e16h
<遜材のねらい>

構物、器物などから美しい形や色を見つけ、その特徴を生かして、自分のかたちを

平画構成することができる。

爵
軌:翻諄壌羅

静ナ自動 喫ヽ 轟察して描く
4 2

難

祗

ど
、
ッ

ト
Ｌ
プ

を
ツ

ｏ

フ
じ
る

一

=

作

品

の
購
鸞
脱

表盛盤島群表(驚 )

:艤
1轟 ・スケッチプック

藝

馨

る .

持
ち
犠

露望露多2鶏二l督豪ヒット :轟多B干鰐_

導
醸

勢幅 (鑢妙
つけ

) 急基言墓lyク

評
無
の
観
点

菫

量

F自由顧I』
―■翼麟 二曜鋼レヾ無しヽ 0スケッチは特に入念にさせ

ること

数

轟

・集申できる雰翻気づくり

←
警昼
ごとの指導

した

←
颯萎鶴

り
,購 る

翁
嚇 る

∵露黒
ごとの評経の

織

◎作成に統 つて工夫、配慮したこと

・題材のねらしヽをはつきりさせる.

・時間配分織 、癬 <リー
を難 する。

・題材の節目ごとに指導目標を決め、それを基に学習内容を考慮する。

・作品を1翼沖的に、どのよう:3制作していつたらよし功 、ゝどんな状態まで進んだらよし功 をヽは

っきりさせるため、節圏ごと感こ作品の進度を図示する.

・作品の節目ごと鍾評機の観点を決め、題材全体を通した評価を心がける。

中 42-
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理、類購導けるノ1辮霧

ノま 犠 バ ズ の ね ら い

・構時の内容を優奮し、確かめる.

班で本時の調題、籠作の具体的な方

法など、基礎 a基本雑鉾わる事柄を

構 る.

バ ズ の 方 法 留 意 点

く優>
・ Iど移 て量静

紳 織

やつてみてくれ ,

テスト法

{学習Lの司金 )

投雛

・基礎・基本に轟わる具体的な甕間を

しながら、守らな
`ガ

ぶ裁 らないこ

と、やらな:ガ敵 らないことを、

全員がつ力崎るようにする。

・相手の気持ちを尊重し合い、1目撃よ

無しヽ、ということをしっかりとらえ

させておく必要がある.

:すなしたり、パカにしたりすること

は絶対に許されない。

‐自分の考えを姜I手に伝える。

鶴 から受けたイメージ、― ■H

手に伝え、からませることで自分の

もの (爾性)となる.

1人 1人が

自分で凝劉駐を

発表していく

<鋼 >
1年 軸 、AIBを基にした構成

◎技翻的な押さえ (確かめ合う)

(学L司会)

・麟 、制作した作品 (習作:2)を騨 ら

☆3,梓曜簑К「自し瑯H平面)を剛 る (― る)と、どうなりまし競 .ゝ

☆ポスターカラー使用上の注意事項を3つ言つてください。

それをきちんと守つて塗ることができましたか。

↓

「今日の機離擦磋羅駒

・確かめ合う

(1熊厨饉・難 〕

。発表し合う

《額 )

―中 43-
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離家術技轟

技術 。家庭科

技術・家庭科では、作業を伴う学習が多しヽ。一つの作品を製作したり、実験

や調理実習等をする時、生徒一人一人が考えた事について各々が違つた側面か

ら意見を出し合う中で、自分自身にとつて「伸間と勉強して良かつたな」とい

えるような教え合いの姿がある。また、友達の作品や用具の使い方を見て「勉

強になったな Jと いう姿がある。そして、役91j分担を受け持ち分担作業を全員

でやり遂げるという姿がある。つまり、共に作業を通して・feFElの良さを見つけ

これを認めながら技能を高めていくことを、技術・家庭科では共存の喜びと考

える。

国 技術・家庭科でとらえた学び合いの器さと、願う学び合いの姿

(1)学び合いの弱さ

①  個にかかわること

。自ら学ぼうとする力が弱い。

・自分の分だけできれば良いという考え方を持つている生徒が多い。

① 仲間にかかわること

・根気よく伸間と共に作る力が弱い。

・班学習での役割が果たせない。

(2)願 う学び合いの姿

私たち:よ、次の3点を願う学び合いの姿と考えた。

① 自ら進んで集国にかかわり、進んで自分の考えを出そうとする姿。

② 仲間の発言にうなずく姿や感動できる姿.

③ 技能差にかかわりなく、集団で学習する値打ちに目を留liC、 共にかか

わり合つて一つの作品を生み出していく姿。

画 願う学び合いの姿にせ まるために

(1)指導内容の整理と授業の構造化 0系統化

・指導内容を整理し、 1単位時間毎の課題、願う学び合いの姿、生徒が

―幸44-
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生き生きと活動する場を設定 し、生徒の意識を大切 にしなが ら単元授

業の構造化・系統を :まかる.

(2)効果的なバズ学習の工夫

・班内での一人一人の役割の工夫をする。

・一人一人の良さを生か し、 自ら学ぶ力を獲得 し、共 t_~高 まる学習を工

夫する.

(3)良 さを生かす指導方法

・ カルテを使いなが ら良さを見つけ励ます.

0技術的活動力の視点か ら見つめた一人一人の個性的な取 り組みを大切

にしていく。

・生徒が生 き生 きと活動する場を設定する.

(4)教材教具の工夫・開発

・疑 FEE点 の発見の場 となるような教具を工夫する.

・ 自分の考 えを持たせる場 となるような教具を工夫する.

・興味関心を持って最後 まで作 り上げれるような教材を工夫・開発する。

技術 。家庭科教科経営案

技術 。家庭科研究テーマ

学び合 いの弱さ

(1'優 に か か わ る こ と

自ら宇ぼうとする力が弱い。

自分の分だけがで きれば良い
という考え方を持 っている生
徒が多い。

1中職にかかわる こと

根気よ く仲間 と共に作る力が
弱い。

理学習で織役割が果たせない。

研究内容
指導内審 0整理と授
業の機適化・ 系統 ft

指導内容 を整理 し、
1単位時間毎●課題、
襲 う学び合いの姿、
生徒が生き生きと活
動する場 を設定 し、
主後の意識 を大切に
しながら単元授業 の
構造化・ 系 litづ ヒを 1ま

かる。

効果的 なバズ学習勢ェ
夭

蓬義での一メ、一 人の投
離の工夫をする。

一人一 人の良さを生か
し、 自ら学 .3:力 を獲得
し、共 :こ 高 まも学書を
二夫する。

一人 三人 の長 さが壁』3さ れ る授業づ く伊

願 う学び合いの姿

(1:授業内容の整理
と授業の構造化
系統化

(21効果的 な小集団
事蓄の工夫

(3〕 良さを生かす指
導方法

(4:教材教員の工夫
轟発

―中45-

長さを主か す指導方法

カルテ を使 いながら良
さを見つけ麹 ます。

技術的渚勧 力の現点か
ら見つめた一人一人の
優 1■的な取 り組みを大
サ戸こしてい く。

生徒が生き生きと活動
する場を設 定する。

(1:自 ら進んで集霧にかかわり、
進んで自分の考えを出そう
とする力。

(2)仲 目の発言 にうなず く姿や

感動 I・ きる姿。

(3)技 能量にかかわりな <、 集
団で学習する値打ちに目を

書め、共にかかわり合つて
一つ参作品を生み出 してい
く螢.

教材教異の工夫 。開発

疑間点 の発見の場 となる
ような教具を二夫する。

自分の考えを持たせる場
となるような教具を二夫
する。

興味闘心を持 って最後 ま
で作り上げれるような教
材を二夫・艤発する。
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国単元構想図作成にあたつて

第 1ユニット 生育と環境  [全 5時間]

<賞く鶴鍾>績機の生育にはどのような環境と整えればよいのか。

:    晨貫i
・額をまいておけ

乳欝轟曇
んち・
曇多書菫菫号重
かな

時数 1 2. 3

項 目 繊物と私達の生活 生育と環境

本ね
時ら
分い

生襲警雰菫属添罵憲題Fえヽ萎雪警麓轟轟ふ魔卜看Fヽ
光

課
題

植物はどうやって生長して
いるのか。

生育の仕方は環境とどうか
かわっているのか。

主
な
学
警
活
動

詈憂憂墨馨暑婁警曇i誌富
難轟懲警雪筆警警星翼じ書
いるのか。

警窯奮1作用ヽ器官につい

醸う艶舟
の姿

_賛贄貸種琴P鷺欝彗発警讐
漂轟警慧盤轟誉旨L象等喜雪

の
の
け

で
料
づ

ま
資
気

ム
マ

にヽ
りヽ
と

ら
た

こ

か
し
の

言
出
く

発
い
多

の
思

ヽ

間
を
ら

伸
職
か

。

体
申
る

生
き
生
き
と
動
く
場

上。今まで鍛栽培の経験を轟
る場

10督
轟嚢翼祥L笙警斃選参

を見つける場

1多替菫彎警鍵歌夕ものに:

懃馘曇鑓巽i零:｀

意
識

生
徒
の

・植物私達の生活に役立って
いる。

・植物は不思議だ。

・色々な環境条件が揃わない

ゃ轟撼甕な越した環境がある

識
か

意
る

機
摯

習
が
や

学
手
い

<作成について工夫・配慮したこと>

11}教科テーマ「一人一人の良さが生かされる授業づくり』にせまるために、

授業働なかで、生徒が生き生きと活動する場、 :  :に 、生かしたい生徒

翁良さなどをを位置付けた。

(調 生徒の学習前、 1時間ごと、学習後の生徒の意識の流れを大切 3こ した。

爾 願 う学び合いの姿では、授業のどの場面で、どんなこと社学ばせる機かを

はっきりさせた。
一中46…



国技術 ‐家庭科におけるパズ

バ ズ の 種 類 /( xa 12 b r, バ ズ の 方 法 留 意 点

轟
題
〓
爾
題
進
求

「
0際通をみつける

O際選 (閣場 の追求及び解決

・
雷轟懇 ≧毅箋i蓼鶴

国 亜 困
・轟彗♂鑽毅鶴
・具体物を通して,様々な方法七翼す.

ノートに自分の考えを書かせ、尾場作
りむさせる。

講し合いの観点を明磁に指示

発表者睡 させない。

実
験

・
饉
察

|

0畿
謬

率化及び多曇な見方・考え競

・
朧 ま響 嘘きかけによ税難

・
蓉守

や犠察の中で衆 見方・考え方を出し

亜
言爵氏奮麟 r/―/―J

・分担・役割セlt
っきりさせ。甕

霙
gttF島

套避
円滑に適める.

その中で気づい
たことを交議し
合い、擁めてい
く。

・全員参加できるように、分担t役割を
はっきりさせる。

実
習

，
作
栞

丁

…

…

…

…

…

…

―

―

鷲警おける種・赫曖級酔勅絆

・
義唯籍曇鶴纂譜鮮議し・基

・
麟 議 雛 繊驚また― な

国 亜 困
°
警 羅 l聯難 ・慧套難難
・
議 菫

｀
壼三P鍵紙袋L議じ警

・作業にかかわる基畿 基本を明確にし
ておく,

°
無警籐織銹亀鸞諄雪

澪
価
・
慮
擁

0挙習に出する藤 点検

0片付けを徴感し,安全な教室環境を保つ.

3     -ペ
ァ.動 り組みを

'片付けがしっかりできたか慮接する.

憂 困 国
・
蓼ヒf塾素E難塁驚輩鮮詳

・片付け、婦験がしっかりできたか点検する

・反省の中から、次時の環極をはっきり
させる。

・片付け,婦除はそれぞれの係が中心と
なり、すみやかに行わせる。

家庭系嘉における実践倒<被鰻3 体養着 〔パジャマ)の製作 3年生女子>

バ ズのな らい
  ぶ ご轟豆モ奮Fわ

しい布地 を知 るととも に、 自分の布の選

<ノ≪ズ 1か ら>

<バズ 2か ら> 多種類 の柄 の布 を用意 し、 自分 のパ ジャマのイ メージ を 自由
ふこ出させ た。伸 間の百 万 を聞 く通とで、 自分の考えもよ り確 か
な もの にな り、製作へ の意欲 を示 してい た。
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パズ鍛種類 バ ズの方法 バ ズのね らい

■
見 つ け合 う 自由会議法 の

つ
一
見

力
を

ツ
徴

サ
特のヽ

ル
布

不ヽ
のそヽ

ム

ヽ

ガ
に

ン
と

ギ
も二ヽ暮“」

ド
布

一
の

・

口
奪

つ

プ
種
合

４
け

2
発表 し合 う

糠ぬ合 う

自由会議綾 メ
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イ
に

の
地

マ
布
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ヽ

ジ
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ノ 体 lFiF書 :

多彗塁塁ユ籐ヂリ幕導腎要LCフ1)メンξ .ズF」 E■ ジギ壺kσ 》菫多≒二票亀
'毒ひとりひとりを生かす学習集獲:のあり方

∫ぶ育の本質:よ 、運動経験をより多く積ませることによって、その技 1:ヒ を上達

させることである。しかし、残念なこと:■ 自分の運動 している姿 :よ 、「 11凄 )f.る

ことができないから、その上達度をとらえることがむずか しい。そこで、性能

をより鋳l llさ せていくためには、IlltI轟1の ア :ご バイスが必要となつてくる。つま

り、争1::暴 :が声を:::し て教えた り、励ました り、饒け合つた り、また、自分も声

を懸:し て、活発に動き働きかけていくことが、お互いの技能鋳:上につながって

いくのである。その結果、できないことができるようになつた り、あるいは、

よりうまくできるよう:こ なつた時、体育授業の中での共存の喜びが生まれてく

ると考える。また、チームゲームでは、ft11間 といっしょにな ってがんば り、教

え合つたからこそ勝てたんだ という思いが、共存の喜びにつながるものと考え

る。体育利では、以上のような立場で、共存の喜びをとらえ、授業を進めてい

きたいと考える。

回 体育科でとらえた学び合いの弱さと、瀬う学び合いの姿

(1)学び合いの弱さ
e rで きるょぅになりたい J「 うまくな りたい J「 ゲームに勝ちたい |と

いつた願いを個々には もっているが、flll国 と共にノJを 合わせて実現 しcl

うとする意識が弱い。
・‖:間の失敗を責めた り、ひやか した りすることがある。
・真剣に話 し合つた り、練習 し合った りすることがなかなかできない。
・勝敗やできるできないに1ま 敏感であるが、課題を追求 した り、つまずき

を克服 した りする過程での粘 り強さに欠ける。

C 願 う学び合いの姿
・仲購:と 共に課題を達成するために、教え合った り、助け合つた り、励ま

し合った りして学習で きる。

・技能のレベルの低い子や ミスの多い子に対 しても、重いや りの気持す)で

助 言や励ましや補lyJ等 ができる。
・自分のめあては もちろんのこと、仲間のめあても意識 して、ペアやグノl′

―プ学習ができる。
・計画会、練習、作戦、反省会等で:ま 、真剣な態度で積極的に参歳|で きる

役割を自覚 した発言ができな .

rl~l`18



回 願 う学び合いの姿 :こ せまるために

(1)学習の見通しをもたせて臨ませる方法のユll夫
・尋元の指導計画や単 1立 時議Iの展覇 (一時間の流れ )を り:ら かにし、学 :マ

カー ドを作成 して利,11さ せる .

・一人一人の生徒が意識 しやす く、だれにで もできそうな課題の提示の仕

方を上夫 し、意欲をもって学習に立ちむかえるようにする。
・学習過程にお :す る学び合い活動の場をEJl確 に位置づ :f・ る .

総 学び合いの場と、そこで顧 う姿の具体化
・学び合い活動の場と種類をり:確にし、その必要性を理解させることで、

主体的に活動できるようにす る.

'願 う学び合いの姿を続き、生徒には学習ノー ト等で提示 し、点検活動を
進めながら段階 rFtJに指導する .

・活発な練習量、前喬:き な取 り組み姿勢を大事にさせる。
● グループ内の役割活動のHJt確化と指導の工夫

'iご (リ ーダー )PO(技 能観察係 )MO(態 度観察係 )等の lrt:よ 、グル
ーフ"の まとまりを撮つためだけでな <、 それぞれの役割の必要性を i‐ 分
に理解させた うえで活動させ る.

‐係別に集めての リーダー指導 を推進する。
まキ海事キ義碧蓼1書察―

‐T―― 棒打科覇究テーマ

運 動 黎 y)りだノンニ ‐ズ ム の 究 14J彗

― …̈… ―
‐人 ―_人 を 41■か す 学 習 集 l菫 Iのぁ り 方 …………

学び彙いの褒碁
覇う1陶r金与v藩

。1脚機亀鮨額轟いを瞬 |々こ もってllる fJt、 F13

圏|とダt担高まろうと。す
。
●
=飼

い鴨 1.

。舞1圏距失敗を議かく賦 tlない.

。期覇瞬雹醐麟場 :こう ても嗜ぃ.

●燿数やつまず略 :こt-3る が.猥置を

尭熙1夢略過織 り組み鮭:Fきがある。

嚢 究 内 容

1・ 撃晦 しをつかま・せる

電割胸理や雛盤時掘ヒ埼電聯城角にを

呼菫健「f・る。

鋼 壽 観 :購懸 ヤズ構 在躾
・サ・る。 ヽ

0学露噛 しをもたせて臨ま

せる力濃
=た

:決.

0学び金LVメ勢と。そこて願〕

姿のJl床L
。/r卜71ヤ,測贈鴨暉夢競

:Lと ,凛酵柱ti夫.

2.学び合して場 と、そこ
゛
で願う姿の

具体|ヒ

(1月rび金ぃ運動の場と猥燿を:夢翔菫貯ザ
‐
る。

例暇う学び金むv藩を続き、′:礎へ灘撃

じ『欝溝電費薄する。

0擦闘とダ零こノ「を金1,せて動 紹
=響

lて学

言できる。

く
'織

つている酔:1鍵‖導1して、思いやりこ嗅t:し ら

で幅織勝:できる。 曲 あふvJ薔 )

。夕:犠陶崎あても意識して。ぺ・フ・ゃグ′:一フ"ァ

青ができる。

●グルーフ・鬱熱 し合いでは、銀醐 こ参加
。
でき

る。投鋼を自電した発爾ができる。

3.グ′L―プl■・lのf見割暖酵 メ撃:磁 lヒと::奪幣

のili夫 .

L`副 1,『〕亀〕関く〕 :式 c

幸点:彙轟翻陽げ聾:11:l

・中 41::



狂 ]・ 単元構想 図 (指導議
―
計画 )作成 にあたって

右 上

「B甕蔓III覆:塞:姜 :_`:至 ::11:時 輩ll
運動健爾するf議 ら稀 集団に関するねらい       生徒の運動面の活動 を示す

下 ヘ

ノ｀、/⌒＼″〆｀、 /｀t_′ 一ヽ＼_   一＼ _

裁籠爾春■関す る教簿の指導の立場

撻の役lll活 動 を示す 集団面に轟する教師の 1議 導

学 習 活 動 一師教 の

一
集爾 運  V      扇 業     ~~ヤ  由

◎剣道の特性を説明し、課題達成の手だて
をつかませる

0授業の進め方を説明する

◎グループ義での教え合い、はげまし合
tlの大切さ、きまりの必要性を話し、
グループ内での意志統一をさせる

L:指示

鶴 :ア ドバイス

騰 :態度指示

安全 :安全点検

体操 :準鱗運動

ノr― _―

8:奮言奪ξ霞ま塁理こ1ま〔́個別に指導す:8進黒だ護言言塁麓奮墓言奪燻間と
る                  : そろって活動することの大切さを説明

◎曇本動作は、師範をもって説明する   : する

0う まくできない生徒には、その場で動作 iO全体に動きの良いグループをほめる
をしながら指導する          :◎ 班選難 ミうまくできない生徒について

◎ゆっくり大き年動作からはじめ、次第に : は、仲閣とのかかわりの中で、自分の

早くしていくよう指示する       : 行動を反省させる

0有効打は気剣体の二致と残心であること :◎うまくできないからといって、学習意
を理解させる              ! 欲が欠如しないようにグループの援助

: を強化させる

―

―‐
＼

―
′́ ^ヽヽ` 、_/~＼ _ノ′~ゝ 、 _i′

～ ―ヽ
、./″ 、 ・、__/ ｀

＼、_″/・ ｀ 、_/

の立場

*作成についてのェ夫・配慮

①学習内容、学習活動、教 Blliの 指導をそれぞれ運動の3111面 、集国のJlll面 の両濾I

からとらえて書 くようにしている .

②「教師の指導 」の ところでは、授業 をイメージして、具体的に書 くよ うに し    、
ていること

一中 50‐
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左

生

紳
＼

単元全体の技灘的議纂 単元全体の集機のめざす冒標

条

過  件

程

＼ 学   習 喪 ＼  蓉 学  習/ 活  動
≧

運 動
葛築    由

(学び合いの姿)

一ノ 鷺 鯖

計
　

画
　
　
　
　
　
　
展
　

‐‐
‐

題
‐

「
‐
‐
‐
Ｉ

Л

◎ 計画会    ↓  :    ~~ ~~ア
~~

相手の構えのすきをとらえたり : 礼儀正しく、みんなそろって

すきを作ったりして、積極的に : きびきびと活動できる仲間を

踏み込んでFr突することができ : めざす

る

◎学習課題を知り単元全体の

見通しを持つ

0グループを作る
。役割の分担・きまり決め

３

　

　

　

４

一
５

６

: ・先生やリーダの指示に従い| ◎ 基本pll作

・防興のつけ方、しまい方が :  ネL儀正しく、そろって素早

すばやくできる     :  く活動できる
。座ネし、立事し、そんきょ、足

:

さばきができる     :
・竹刀きばきができる   .=… ……………………………………

◎ 基本打ぢ        ・
: ・ リーダーの指示に従いお互・面打ちができる

:  いに指摘し合いてきばきと
ぃで暮落

…………
i  活動できる。小手打ちJ.…

..Ⅲ ……Ⅲ…‐・―。‐・‐―″
・嗣打ち海資 きる     :

― ―

｀ヽ_ノ〆｀｀、_プ〆― 、ヽ、_…/:.                 /一
、

◎基本動作 (全体・班練習)

・礼法   ・構え
ら足さばき 。体きばき
。素振り  。竹刀打ち

・防具の着脱

◎基本打ち
。その場でゆっくり正確に
。̀一歩踏み込んで打つ

・気lll体を一致させて打つ

・残心を考えてfrつ
。鋭く早く打つ



*;Ffs=*rt*ar{x

・ 棒暮轟 ぎ宇
`・

二,暮いバズの薇輸 .バズ導幕をとらなくて もヽ豊菫書らJ=やチーム8で 。壼誌的 ‐童菫鶏に動書.奪賛も織難諄が■きら二七■鳥ら

霊実践調藤

(単元名 ) バスケットボール (1年女子 )一一――
(本時のねらい ) 『相手のポールになつたら、いそいで ゴール下に戻 って

ゾーンデ ィフェンスを組んでシュー トを防ごう』
(バズの課題 )  『今日の課題に対 して、前半ゲームの様子についてグル

ープで話 し合いなさい』
(バズの様子 ) L   「作戦 《課題 )についてどうでしたか J

班員A 「ボールについて しまう子がいたので、作戦ど

うりいきませんで した J

班員B 「声をかけた時は、なんとか速く戻つてゾーン

を組めたよ」

班員C 「そ して、ゾーンを組む時は、もっときちっと

組むといいよ J

L   「今度の後半のゲームでは、みんなが意識 して

言われなくても速 く戻 つてきちっとゾーンを議l

むぞ J

―中 51-

鋳 バ ズ の 種 類 バ ズ の ね ら い と 肉 審 濃方 点意響

ご重かめ舎 う』

グループの経既 を確露す る。
自分や締麗め憾理 者確韓す る。
霧雪の方法警篠

"す
る。

PO。 髄0等の係から要
=や

権織をする。
:::::::::[:言 [::::::::::

奉餞鶴
L……,司 会の仕方、リー ドの仕方

グループ輝題
P OⅢ……資料づくりと成果と閣題点

の見つけ方
薦0……きまりの数定の仕方、点検

の性方
中バズ

｀
夕る場所の固定化

「糠督し合う,

(欝きなFら ,

=:
て撻

一不難

＾

壼撃:F理豪難曇fF聾轟

伸需 どうして必 要憶応して象 え合いや作義含 を
する。 (ダ ーム申央彙が重な つた リムー ドが轟
くなつた時、糠

=難
摯きづまった時 )

==二
求めゆきづ裁りや トラブルが発生した時

に■椰ギバズを書素じ。構導難言を与える申で
日麗の購織掟

=サ
纏む。

撃::=琴
歴ふニミ:して三二1喜 二奪

=キ

富ザ響
薔をかいて驚現 し島った りす る .

:i:二「 :曇二::Fと
え長す

=蜜

事:源ね壼箕
■食は織

"ま
たはリーダー

事声の積類 ●技能達成 0伸 轟づ くり
拿必要性
事井織や理機におちいらない

'リ
ーダー備導 (必要性 対裁 方法 )

拿成果を広め る

拿バズをとる場菫の指導 (L指椰 )

●バズの要望の 仕方
毒 :作戦板〕

●爾題点 を指摘す る。そ して。解決の糸
目を見つけ させる。

(鶴編、態度の 是正 )

。次時に見層 :サ ,V機織奪す る .

成暴 と調題点

F諄め合 う』 菫尊雲菫墓蓬喜轟鎮鑽言Fな貫警意言と覆奪
辱め らてや奪戦 を決定すみ .

題や壼人藤鐘韓つI:ず宣賞霊1こ轟ふ≦l轟蓬爾
中量最一人一発言ができるように詢東す
る。

r蓬かめ舎 う:

(ム ,おころ)

・本時の■
=違

葉度をふサかえり、襲重点や彗決
方法を舞尋中で次崎の経難を覆確盤する.・
奮難菫私鸞簿欝鐵奮黎難
合 う。

・

言

=ぢ

票 liよ検 ::う 1°
口 ヽ本時の準奮ふ り

・ 機手 をする。

中自分のこ と:ま もちらんのこ と。伸酒の
ことについて も指摘ができる。



英語科
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国  英語科における共存の喜び

英語は、言葉である。言葉は、情報を相手に伝えるという役割を果たす。      ヽ

英語は、相手に自分の意志を伝えたり、あるいは相手の言つていることが理      …

解できたりして、情報が伝わつたときにその機能を果たすことができる。し

たがつて、英語科における共存の喜びは、英語を使つて、自分の身の回りの

ことや考えたことを相手に伝えたり、相手の言つていることを理解 したとき

またはその学習過程において生れるものである。

一人で:まできなつかたことも、仲間のなかで練習したり教えたりしてでき

るようになつた、ということがある。生徒個々がそれぞれの特性を発揮する      、

なかで、相互に励まし合い、認め合いながら学習することを通して、英語学

習への態度、関心を高め、英語の表現力を高めていくことができると考え&
一人一人を生かし、学ぶ喜びを持たせていくために、以上のようなコミニケ

ーション活動を大切にして、仲間と共に学′ぶ喜びを持たせたいと考える。

□  英語料でとらえた学び合いの弱さと、願う学び合いの姿             
｀

(1)学び合いの弱さ

・自分の表現 (話す、読む、書く)を 、相手に伝えようとする意欲、

態度が弱い。

・相手が伝えようとすることに対して受けとめが弱く反応も少ない。

・学習に対してねばり強く、繰り返して練習することが苦手であり、

お互いに高まり合う姿があまり見られない。

・「仲間にこんなことを伝えたい」「伸Falと こんな活動ができるよ

うになりたい。Jと いつた学習に向かう願いや意欲に欠ける。

惨)願 う学び合いの姿

・自分の表現 (話す、読む、書く)を、相手に積極的、意欲的に伝

えようとし、英語を使う楽しさが体験できる。

・相手が伝えようとすることに対して、積極的、意欲的に受けとめ

反応できる。

・ねばり強く反復練習して、表現方法を身につけようとお互いに協

力できる。

・学習に向かう願いやめあてを持ち、自己の向上や仲間の向上のた

めに努力できる。

一 中 52-



回 願う学び合いの姿にせまるために

(1)授業の構造fL

・単元の目標、各単位時間の目標を題材、言語材料、言語活動の面

から分析する。

・単元構想図を作成 し、単元や単位時間の構造化をはかる。
・コミニケーション活動が位置づくよう、学習過程を見なおす。

(2)指導方法の改善

・反復練習のさせ方を工夫し、表現方法をより効果的に身につ:す さ

せる。

・コミニケーションのさせ方を工夫し、英語を使う楽しさを体験さ

せる。

・評価方法の工夫を行う。

小集団の生かし方
・ペアやグループの活動を学習にどう生かしていくか工夫する。

・小集団の効果的な学習方法を研究し、仲間と共に学ぶ姿を創り出

す。

教材、教具の工夫
・生徒の意欲を高めるためのt教材、教具の工夫をする。
。学習プリントの開発を行う。

長議混 裁櫨難:東

― 英識理 機構 ―マ

贅講掟奪彗野「こ専寺たt_量室罐 諾遮動に1ヌ i夕歳8彗t=綱噴鍔ヒづくり~―
=導霊t生が暉 ヨ ー〕∋ス リー

雪雄 tゝの鶉電 轟:う 営び砲tヽの肇

(3)

14)

°筋 硼曜著見(議す。議ぉ.婁く )t_凋庁に
猛、えようこ

=ろ
競 鼈態膚y霧綺.

'鵜陰がほが うとてるこヒ:て対 Lマ 受けむ始
滲事嘉く。ぶυむ七奮奄 ヽゝ.

・ 菫無彗Ittt ttねばり螢く、くll菫して緑議 う
こと薦 宇■漂りヽ 島置 :′rib輩舅11.・
最  1:顎

1.織撫 鶴競

2.塩尋応二員

肇薔

3.′ :颯戯露室
かしえ

4象具a■夫

2.聰講方二脅政義
(め 難 燿彗のこ毬 の■未t te

滅諄疑あ二
=ょ

り持鶏 健身に
つ:すさせみよう1こ可ろ.

F21コ ミニクー〕む>o■せえt
■薇L.軍躍轟Lftラ 警してこ

傑彙■彗ぅょぅに■力.

(3,動ふ覇凛辱■表再イ号う。

1自

“

簿の月長珂議(話可L識 .書く〕t.鶴 :こ翻議動。嚢ユ
懸瞼リミ伝えようとし。警議■奮う棄Lさ か賛兼:で きう。

・ 機狩電えょうと言うこ冒1へヽ て_甕購魯的.意瑠聴争に
受けとめっ層たでき4.

・ 海響句強く反網闘おして晨現お漱五身l二つ:すようと、お
ユtlE寄力で

“

.

・ 拳藩に向がうJ騒 いゃrFl訪【じ諄あ.自己癬向上や紳餞a
毎上めた機に霧力で警う。

3,rlt彙日爵生力しら    4.織 摯量のエス
(り 曖ア鷺驚 絆アの発動   中〕欄 由鳥徽議1動
t彗薄おどう性がtt    ろ類 の.撃材
もヽζが二実T4.       畿蝿膚

=質
亀可

像〕ノ:ヽ現亜豫n幸れ黒野押ァ掌習   る。
蔵 電薔えt。 伸鶴ヒ実  42)鷲雷アリしト
ドけ3ご番こ膚甲′出してぃ    の鵜嚢」■奮す。
く。

8態続_亀轟緋姜。ち議 0磯が
じつ韓マう。

(2)輔想露曜 t.尊ぇ▼導
4晴避♂:薇顕化こ爾を _

13〕 ユミニ年一〕蟄レ逃勤郷位置ザ
くようヽ無 こ見通寸・

―ヰ:事 事―



回 単元構想図作成にあたつて
Sttnshine l

L650n l■
r漁

ぃ職譲 ヽ議じ`かなlJ鐵

つI鞠電il力  |.翼遠の墨書譴■つ:ボ 。添:苺畿氏t誌潮眸:さ 澤1)て たT・由ろな

自発の日i勲
=つ

l〕 て,問われたここ:■電えるカ

2.反量の日調晴梶舞 日`自うの農諄に,tア .き と言〔」tも ,て 話■カ

錬 1時 乗 2崎

つ
け
蔵

０
カ

戦の日調Ц運繁 瑚 )につ :)マ .

示さ卓たt議料電需t〕て対話言

ろ力 .

学校での日課(殺鷺)にフ:lて 。

議 た言議棒料理用11て 鶏 寸

う力.

澪
爵

鍮
海
り
機

時雛 竃ずおろゝ ふ麟 薇籠C～ 了

こぅ鞭 lを細 麟ぎ調 醸 の議逮

ば難 で竜.響鑽 う時間につい

て真違じ対話象費できをぅ

数在竜べ峰う
‐
H鍋′mmy～ 7・ 爵

競二が理解でそ。それ琶鶏いて学

綾での麟 につ1ヽ て反違と力輔む表

観緊。きる。
i

麟
難
・壼曰静
構
攀

。本支 ξl

,whatザmc～ マ

ト ～ .～ 耐 ―

'本 文 ξ2

・How maッ ～ 1

1t We)have～

七

罷

諄
鶴

A:v略耐

Tツ
十i試 do ru  ~
day l

3:I

みHow脚7  あr mvel

『
We轟 喰

ハ:「
~~…………

丁
~T丁

丁丁丁ITT1 7

饉
う
管
ぴ
奮
ダ
等

義ぬ覇課に理すo対 話の肉宅質

⊃tマ .ク 1トプや″701宇鍋二、桑
いや女警さ城勘葛ろ.

-1

―  尊元全体

の目標

← 翻、語

器を難

藁、難として

つけたいカ

ー 単爾 うつ嗣

にもと力て、鋼饉輩

ねあうつ推移ヽカ

「つけたい力」をつけさせる

た濾紀覆う本時0

ねあ:ヽ

そ働指導をするために

とり糠る欝、議

麟

ど総議

をさせる●か

一 翻 踊 じ

働ぽ赫響

舗端

作成について、二夫、配慮したこと

総 単元構想猥は、何繊り上げて、生徒にど鬱ような力をつけていくかを明らかにし、どう指導していくかを構造爵にした指導計画である。

英語科では、単元の目標を、題材、言語材料および、言語活動0面から分析した。

例 さらに言語活動は、コミニケーシヨン活動として位置くづくよう、学習鋤出目としてめざす活動としてとらえた。

靭 願う学び合いの姿については、授業働なかで相互に動まし合い、認め合いながら、学習できる場面を意図釣にとらえて作成した。

単元目標  ゛W懸 項me～ 7″
・HOW mttny～ 1‐・W臨 do PL dO～ 1夕 の駆 と_

モの覆えカドヽ がり。こ血うの文型こ熙t〕 て。茂理(A・ 7)や自分の目課につ1)て対鷺

言うことがで
°
そう

― 中 54-



だア秒権数 ノギ
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゛
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鐘峯t霧 llて義文聖撻 ぇるょ瀦
疑鶴文議農ff夕‐Li考リシス苫轟罐蒻う

義潟暑留藩えヒItく i≧ 訂ヒで1ゝ3静
場脇と掟解L●鍔 対誕緯督
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源むむ導彗Trょ ント釘で'ぉ重ぃの

議霧西観醒めていく。

確ガ冒涎多う

幾韓鋳爵奪t篠彗L_」韓か鰈う。
涯で職曇五ましケつち.螺 曜覇「ぅ
澪 命磁か轟も襲ち學り■島覆L行 う,

難文墾.文乏3墳につllt斎イント1雛
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グ′L― プ内で解戦■きなが、た

点:て Dtlマ :コ金傷a■もち、や

毅寃僣で唯諦軍う´

奮り含う
麟群訳資翼翼lttt工大したザ.靭
難 しようとすう鑑 と交えt.■貴後
疑壌題さらに轟激爆よう助蔵寸う_

自由亀誌職
継 焼 ■彗由

れ
=事

b場崚gぅ

生徒鑽 コ表費Iきなtl点 [
つllて 目、鋼 が崎縄躍霊9:ご

勤t瞑ャう。

嚢買毎堵おう

豊力ほ
=霧

参絆闘ilJ爾聯薫各
文壼ゃ翔発警霧瞑.封議爵1難舞競
鸞 ヤ摯 型聯 L■整 詢 議 華 l

撃織文宇作品t資盛興各_

鶴看■
T人ひ移「●観

繁 島″確濃t

ていく,

学客の義表露壌【tπ .グ rL―

7網覇議4●うようにし.欄
a発理に対して嗜諄基輸涌 よ
う:こ LF_tヽ ,

摯え合う
難 .本文内慮算についてわかリケ
ll轟轟引出L.鞠LCうここLよ呼理繹目臓

農言:諄騰つ いマ.蒙えttヽ
=珂

ドう。

自銭 議

痢膚事書t嗅褻

感 醒 ■

心お な1ヽ黒t自由:■ 覇 挽名

ラJラ :二せる。

EI英語科におけるパズ学習

実践鋳 (「霧じ働覇、数も毎rtxJ曜 )

撃元ISunshine 3[A Cattp On the High Praire]

本鋳霧ねらい:饉擬時代鬱アメ拶力合衆国鍛酸む薔ヽ自然働なかで、意をするLura―家参機語歓 議霧概要をとらえさまそ

参要点を まとめて議せるよう難する。

難 総碁バ動鐘彎 : バズ働認懸: 1.機語参あら藤をまとめた文澤音読
―

 華機で犠るょうにしよう。

:議

ス

2.どのくらい言えるようになったか発表してみよう。

・§1曜を露難 し、轟耽たI扇隧繭磨を飼目樋囁。

0鶴量離酌旺、摯▲覇鐘譴ること難義鶴さ経。

・hぽa鬱→割闘圏圏嗜露電慨勘 て輔 、鍵餐
=じ
尋らまと襲経。

恥 rittr騒 (磯

"and(fast).Fater(steld With hOrses).

登other(held the rei薦
)。

■ey kne爾  (驚hat they shOuld d。 ).

。まとめた簾 るよう群る。

鸞 一→ 1鐵騰 ――→たック廉 勝。
0総を敗、難輩ま掛越欝ゎヽ誠紳≪藪漁ックさせる.   ~

バズの方法 : 対A法  ( リトプ内でベアを運む )

アスト法 ( 学薔ヂーダーの爾会   )

難畿じ醸ら赫鮮言ぇる。

携が勢卜鰺権してぉぅ藩藤言ぇ轟。――――

まと滲走支を見ながらあら麟藤言える。

3点

2点

1点
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平 成 元 年 度 特殊学級教育計画

特殊 学級 の教 育

ひとりひとりを尊重す葛民主的な襲るくのびのびとした雰囲気

と,三づくりする中で,互いに動け合い,はげましあうという本

校の教育活動の中にあって,障害の程度,心理的特性等に応じた

教育をする.

・ 社会的自立 し得る人闘への育成

・ 健富児との交流により野ましい人間関係の育成

・ 治懸・割糠を加えて,基礎的基本的能力の育成

ｒ　

‐

特殊 学級の指導 の力点

Q 心身の発達に応した生徒の生活体験を

できる限り豊かにする。

② より確かな身選自立をさせ,自分でや

りぬく力を養う。

③ 感覚・選最繊能の改善や体力の増進を

;まかる。

① 学校行事,生徒会活動,学年行事など

の築団活動にすすんで参加 し,互いにも

つているねうちをわからせる。

⑤ 栽培の時間などを通 して,協働の精神

を生か 軌 将来の最業人としての素質を

培う。

学校教育 目標

民 主 的 実 践 人 の 育 成

特 殊 学 級 の 生 徒

特殊学級 の生徒は,軽度精神薄弱児 (IQ約 50～ 75理麗文

部省判Elj基準 による )を中心に して ,泉地区に生活する生徒 6名

である .

1年  Iさ ん

ぶさん。‐‐―・・・……・・・… 3名
Tさ ん

2年 K 君

T君 …・・T…… … …。2名

3年 K 君

Sさ ん………………… 2名      計 7名

~ヽ
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本年 度 の研究

共存の喜びを持たせる集躍作り

―
互 いに高 ま り合 う攀 団 づ く り

特殊 学級  研究 テ ーマ

ひとりひとりを伸ばす生活・学習指零のあり方

(指導遍理の改善と教科教具の開発,学習評価の研究 )

学級指導 参重点

―中 57-

Iさん。 Sさん,Tさ ん
=さ

ん,T亀ト 【君「 S君

'  1ヨ彙「
・:

科

学

習

の

面

_○学習のルールを確立す、

る

・先生や友達の話をきくも
・すすんで発表する
◆わすれものを しない

0学習を最後までやりぬ

く

・ ノートづくりができる

・わからないことをしら

べる

○学習に自分からすすん

で取 り組む

・計画にそって学習がで

きる

・ 自分なりの課題をもっ

て学習ができる

学

級

会

の
面

○友達となかよくし,楽
しい学級づくりをする

。きま りを守る

○係活動などすすんで取

り組み自分の責任を果

たす

○充実した
―

_Eにす

る
。自分の持ちあ じを十分

に発揮できる

・ 集団の向上につくす

生
徒
会
へ
の
参
加
吟
面

○生徒会活動に参加でき

る
。生徒会からの報告がわ

かり,き まりを守る

○ リーダー,係の指示が

わかり活動する

・報告,伝達が正 しくで

きる

○生徒会で決まったこと

を確実に実行する

・ T君.Kさん。 S君 ,

三君のよき リーダーと

なって面倒をみる。



教 育 課 程

○ 生徒の実態と教育のねらい

泉中の特殊学級 (精薄児学級 )は,いわゆる軽 (中 )度の精薄児である。もちろんヮ多少の能力差,障

害差があるのiま 当然であるが,普通学級の併設であるが故に,学校行事等の生活面では,助けあい,はげ

まし合いながら参加できる生徒であることを標準と考えている。

教育のねらいとしては,基本的には,「 社会的自立 Jである。これは単に知的なI申びだけを期待 したり

他人に迷惑をかけないだけの消極的なひとりだちではなく,人間 としての豊かな育ちを期待 したい。ひと

りひとりの努力や伸びにも,と もによるこび,みんなが力をだ し合い,認め合い,助けあつて一つのもの

を生み出 していく集団としての伸びにも,と もにようこぴあえるような人間関係の中で,可能性のある全

面発達を考えた。

○ 教育課程の しくみ

(領域・教科を合わせた学習 )

> 特別教育活動では,具体的な経験をとお して,みんなで協曇 晩 生活に猥することを学ぶことによっ

て,みんなで考える態度や行動力を身につけ,生きて働く力を育てる。

卜 教科別学習では,讐通学級でいう教科に当たるものであるが,ひ とりひとりの能力等の実態,興味 ,

関心,系統性,反復性を考慮 し,感覚や諸機能を高め,思電力や表現する能力を育てる。

> 作業学習では,将来職業人として働けるために,社会集団に適応 し,自分の生活を自立させるような

人間にすることである。そのためには,ただ集団活動や職業的技術を指導するのでなく,生徒の主体性

を中核に据えながら,生徒自身の要求を汲みだし,作業活動を高めていく力にして,ひとりひとりの生

徒の労働への意向性を育てる。

食給
　
　
・

，
　

術

振

　

美

響
鶴
絣　　徳
一　一

―中写3
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進 路指 導 につ いて

① 卒業後の進路はく表 1)のごと

く多様な処遇があるが,本人の能

力を最も通切な方向づけが重要で

あることは言うまでもない。

しか し,ややもすると保護者の

過大評価や過少評価に振 り回され,

軽卒 :こ本人無視の処遇を行う場合

もある。

したがつて,学習能力をはじめ

ぐ表 1〉

作業能力や日常の生活能力を的確にとらえ,どの生活の場が通鰐であるかを客観的に考察することが前提

である。それは就職可能な者でも,どのよぅな職場でも通応すると限らないし 各社の施設にもそれぞれ

目鋳ゃ対象者のちがいがあるからである。進学に至って:島 安易な入学によって予期しない問題が生じて

くる場合もある。 したがって,これら議機関の役翠や内容などの調査・研究を十分に深めることが非常に

大勢だと考える。

_C._当然ρ事であるけど,レ 進路指導lt3、奪摩藻轟前晦 ものでも:3年になってから始めるものでもない.

特に特殊学級では,日常生活の指導から,いわゅる読み,書きの指導まですべて進路指導の土台になって
いる事はいぅまでもない。

それだけに親 (家庭 )一― 教師 (学校 )との指導の

関連を密に してぉ くことが重要である。

特殊学級 における道徳指導の基本的な柱

① 単なる知的な理解というので1まなく,常に実際の行いをとおして,道徳性を培ぅ。つま

り,知識に先立つ行いとしての道徳が生徒の道徳性を高める。

② このような道徳性は,まわりの環境によってかたち作られて行くという。環境への批判

と指導とによって,生徒:ま,道徳の内容を理解 し 望まし〔ヽ いをするようになる。

一 幸 5,一

全 日制

定時制

部

⑤ その他
入院治療

義務教育
終る
特殊学級

③籍産施設
更生施設

授産施設



8.成 果 と課題

(1)成 果

①  学び合 いの弱さをとらえ、願 う学び合 いの姿 を授業の中で具体

的に してきたことにより、教師だけでな く生徒 も
い
学び合・う

タ

ことを意識的にとらえるようにな つた。学習の中で仲間のよさ

を見つけ、認め 、自分の学習に生かそうとした り、学級 や班 の

話 し合 いに進んで参加 した り、あるいは、仲間のなかで学習課

題 を共に考え解決 しようとする姿がいくつか見 られ るようにな

つてきた。

〇 教科の基礎、基本やつけたい力をとらえ、生徒の学習意欲 を換

気し、学び合いの姿を生み出す単元構想図を作成 してきたこと

により、単元を通 しての課題が明らかにな り、それにかかわる

単位時間の課題や指導内容、そして学び合 いの姿 を意図的によ

り多く生み出すことができた。

③ 各教科の中で、学び合いの姿を生み出すバズ学習のとらえを明

らかにし、授業のなかで位置づけてきたことにより、生徒同士

人間関係が高まると同時に、学習参加度を高めることができた

一斉学習では発言できないような消極的な生徒でも、バズの中

では自分の考えを発表することができ、一人一人の生徒がやる

気で参加し、学習意欲を高めている.

また、バズで学習することで、自分たちで課題をとらえ、解

決方法を考え、自分たちで解決 していく力がつき、学習方法が

身についてきた。

さらに、バズ学習を取 り入れることにより、覚える、練習す

るといつた学習では一度に何人かの生徒 を学習させることがで

き、学習効率を高めることができた。

総)課 題
・O S学 び合いルの願うところは、仲間との学習の中でめあてを持

ち、意見をだ し合い、新たな見方、考え方や、技能を身につけ

仲間と共に高まり合つていけることである。そのために、生徒

同士の触れ合い、意志の疎通、気持ちの交流がなくてはならな

い。失敗 したり、まちがえた り、照れた り、笑つた り、時には

おこつた り、悔 しがつたり、あるいは、ちよつと得意になつた

り、そういう生徒同士の感情の交流を円滑にし、人間関係をあ

中心0-



②

③

④

たたか いものに していく土壌づ くりを、も つと多面的 に、継続

的に考えていかな くてはな らな い。

生徒の学習意欲 を換気するような単元構 想図 を作成 してきたが

各単位時間の学び合 いの姿は、 まだ教師 の期待 する姿 まで及ん

でいな い場合が多 い。一人一人が足場を しつか り持 ち、積極 的

に仲間 とかかわって いく学習を生み出す よ う、実践 を通 して単

元構想図 を見直 しなが ら、さらに授業の改善 を図 つて ぃかな く

てはな らない。

各教科 ごとにバズの種類をわけ、ねらいに応 じて どんなバズ を

するのか明らかに してきたが、学習をよ り確 かなものにするた

めに、学習過程の どこに位置づけるとよ り効果 があが るのか を

さらに考 えていかなければな らな い。また 、バズ を通 して個 を

大切に し、育てていく面を一層研究 して いかなけれ ばな らな い

と感 じている。

仲間 とかかわ り合 う姿では、生バズ等の 中で、気楽 に班 の仲間

に語 りかけができるようになつてきているが、 自分 の意見 壮言

いつばな しで、仲間の意見や考えに対 して 自分 は こう思 うとい

うつなが りが、 まだ継続 していかない。

また、班、学級 の仲間に対 して短所は よ く 目につ き、注意 も

できるようになつてきたが、仲間の長所 や がんば りには 目が 向

きにくく、仲間 を認 め励ます姿 をさらに求 めていかな ければな

らない。

―中 心l―



研究 轟人

岡麗  籟

撫織  建爾   柘櫨   洋   中野 克義  鬼 島良太郎   圏中  寿

水野せつ子   市∫:: 雅美   深萱  桝江   塚 田 太郎   田中 恭子

古 山 正治   浜爾 信明  松原 正人  加藤  泰幸   石垣  正明
三宅  博雄   本多  弘尚  板橋  晋 司  可知  達也  桜井 良吉

渡辺 宏彦   井上 雅 夫  岩井 利美  様  康治郎   田 目 利一    、

坂 野  直樹   澤爾 博曜  加藤  明覚   本藤  和孝  後藤  泰隆
懸率 一実   若園  進   星野   鍵   小松千鶴子  藤 田 和恵

糸 魚 Jll貴 敏   小瀬本英幸   水野 道子  伊藤  祥子   福 同 春 子    
´

大東 まち子

曜和 曇3年度

小池  曜司  三浦  邦男  原科整登 己  撫藤  朝 巳  小本 書寛美

千種  浩二   大手  浪代   森∫II美 智代   渡辺  美恵   小本 曽欣 巳    ｀



簸 わ り 馨≧

祟麗層ヽ学校の購TA会長さんは申学時代に学んだバブ学警のことを、良 ≪

党ムでおられ、子ども:こ話して下さけます。本岐 :こ 亀宇学時代、バズ学習を

体験ξ〆た先生がおられます。バズ学習 2世が家の町に我々と育っている通と

を、馨 しく思しゝます参 27年 の歴史カシミズ学習の評極をしてくれてひます参

泉の町:こ暖かし嗅 爾味溢れた人の輸島ミ広がってひることを実は轟来ます。

第 量4圏バズ学習蘇変大会tま祟申学絞 :こ とって‡ま急購翼ですが、私共祟麗

小学校 3こ とっては言己念すべき年 :こ なりました。今園の新究大会 :よ、バズ挙冒

研究では 27年 もの実績のある泉中学校と共闘で聞饉をさせてしヽただき、大

変名誉なことだと感議してしヽます。中学校 3年鷲のパズ学冒から、馬ヽ申一貫

じて 9年間!曖震 した通とは、小中の歴史銀 ページ]こ もなります。

轟轟小学校はババ学習研究を始めたばかりで、何も実なかありません。光

輩で轟る暴申学校から学びながら実錢 ≧できました中

この研究大会暴機会にだヽ申のPhイ プが、更に太 くなってぃくことを顧って

止みません。こぅしてだヽ中舎同で研究紀要を作り、お互けに学ぴ合ぅことの

意味を大彗にし、ずっと暖めてもヽきたしヽものです。

バズ学習浄ミ誕生 して轟攀年轟 :≧ なり蓑すヵた その経簿をたどってみると、

行余曲断があった毎の鍮、通れだけ長 く続与ゝできたゅは、それだけの教育避

院と教育葬譲巻鋳ら、かっ多くの教鍮十研究者をギlき 嘗ける鐘ヵが轟るか各

です静『ババ学冒聾‡まÅ闇震係を申心にすえたな曹と鶴導の選饒暉轟り、学

携と入聞盤命同時な をめざすものです。A聞爾係が講藤ξ通なったとしヽゎれ



る数管理場で Fバブ学曹』はふ逮不Iのシー7.であ轡蓑す。

この研究大会ξよ大学や先生落と可L申高の現場鸞先生が一体となって、研究

貪躾をおこなっているものです。しから、まったく轟主鈎薔こ会意こ参雛し、自

ら選んで新究を行うというところに大きな慧機があります。研究鍮定という

ように、羹務緩覚でなしヽところが極共の諸うとしてい儀と通らです。

さら韓、学校現場の個で言えば、これだ:ナ嚢華て、しかも多 くの大学の角

鐘から指導を受ξナられ儀研究会をま議であり、またとない手ャンスです。私共

はこうしたことを賠 :こ命じて、理装ってしヽきたいものです。

今甕Φ研究大企をきっかζナに、小中とも専任⑫指導者をお迎たすること:こ

なりました。泉中学校をま中東大学の杉江先生、泉西小学校は二重大学の市∫|:

先生に理論的な背景から具体的な授業の在り方まで、きめ細かく指導して戴

しヽております。経面を借りで、今までのご指導 :こ鸞 こで感鸞鍮気持ちを表し、

今後も末長くご指導下さひますようお願しヽします。

理報 攀1年 3爵 ほ塩轟発生が、泉中の前絞長である簿水先生と私を基古屋

へ呼ξずれで、家申で研究大会を開催するよう識され疲した。金爾バズにかけ

轟先生鍮情熱をいしひしよ感じました機まったく疑念議ことに、曜和 63年

7麗 7懸念選挙れてし歳じヽました。この大会を一番喜んで下さ4中は塩轟先

生でをまなしヽかと思しヽます。

ここに鐘んで塩轟先生翁ご冥種をお構惨致します鬱

平成元年 il月 10轟

岐阜震上岐市立象繭輝ヽ学校長  小  晶  幸  麟


